
現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

① 情報伝達、避難計画等に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 ・地域防災計
画で避難準備
情報、避難勧
告、避難指示
の発令基準を
記載してい
る。
・避難勧告判
断マニュアル
を地域防災計
画に掲載して
いる。

地域防災計画で避
難準備情報、避難
勧告、避難指示の
発令基準について
記載している。

・避難準備情報
は、江戸川(西関
宿)が氾濫注意水位
に達し、さらに水
位の上昇が予想さ
れるとき。
・避難勧告は、江
戸川(西関宿)が氾
濫注意水位に達
し、さらに水位の
上昇が予想される
とき。
・避難指示は、破
堤したとき。破堤
に繋がるような大
量の漏水や亀裂等
が発見されたと
き。内水はん濫に
より、近隣が床上
に及んだ時。特別
警報が発令された
時。

・地域防災計
画及び水防計
画で避難準備
情報、避難勧
告、避難指示
の発令基準を
記載してい
る。

・地域防災計画（あ
るいは水防計画等）
で避難準備情報、避
難勧告、避難指示の
発令基準を記載して
いる。

地域防災計画で、
発令判断の目安を
記載している。
（江戸川・中川）
避難準備情報：基
準水位が氾濫注意
水位に達したとき
避難勧告：基準水
位が避難判断水位
に達したとき
避難指示：基準水
位が氾濫危険水位
に達したとき
（綾瀬川）
避難準備情報：氾
濫し、町域への到
達が予想されると
き
避難勧告：氾濫水
が町域に向かって
いるとき
避難指示：氾濫水
が町域に迫ってい
るとき

・地域防災計画
で避難準備情
報、避難勧告、
避難指示の発令
基準を記載して
いる。

・地域防災計
画（あるいは
水防計画等）
で避難準備情
報、避難勧
告、避難指示
の発令基準を
記載してい
る。
・避難準備情
報、避難勧告
等の発令基準
は避難の準備
や移動に要す
る時間を設定
することに
なっている。

・地域防災計画で避難準
備情報、避難勧告、避難
指示の発令基準を記載

避難準備情報：氾濫注意
情報が発表され、河川水
位の状況や気象情報等か
ら判断して一定時間後、
避難を要する状況になる
可能性がある場合。
避難勧告：避難判断水位
に到達し、その後も水位
の上昇が見込まれる場
合。
避難指示：氾濫危険水位
に到達し、その後も水位
の上昇が見込まれる場
合。

・地域防災計画（水害編）
で避難準備情報、避難勧告
等の発令判断基準を記載し
ている。

1)当該地域又は土地建物
等に災害が発生する恐れ
がある場合
2)市域内雨量観測所降雨
指標（予想を含む）　・
時間雨量30mm以上
3)関連水位観測所河川水
位指標　　・危険度レベ
ル3以上
4)土砂災害警戒情報が発
表されたとき
5)大雨警報（土砂災害）
発表、かつ、土砂災害警
戒判定メッシュ情報で
「予想で土砂災害警戒情
報の判定基準を超過」し
た場合
6)大雨警報（土砂災害）
が発表されている状況
で、記録的短時間大雨情
報が発表された場合

避難準備、避難勧告及び
避難指示の判断・伝達マ
ニュアルを作成済み（Ｈ
27年度）。

・地域防災計画や各避難情報
の発令基準を定めており、
ホームページや洪水ハザード
マップにて周知している。
・現在、水害に対する避難の
判断基準については、地域防
災計画で定めており、避難勧
告については次のとおりとし
ている。
(1)避難行動要支援者の場合
・栗橋観測所
はん濫危険水位に到達した状
況（はん濫危険情報が発令さ
れたとき）
・野田・芽吹橋観測所
３時間後に両観測所のいずれ
かにおいてはん濫危険水位に
達すると予想される状況
(2)一般（避難行動要支援者
でない方）の場合
・野田・芽吹橋観測所
１時間後に、両観測所のいず
れかにおいてはん濫危険水位
に達すると予想される状況
（はん濫警戒情報が発令され
たとき）

・内水氾濫時の避難勧
告等の発令条件は、
坂川・新坂川について
は大谷口新田の水位観
測所の水位によって避
難勧告等を発令するよ
うにしている。
・江戸川氾濫時の避難
勧告等の発令条件は、
野田の水位観測所の水
位によって避難勧告等
を発令するようにして
いる。

課題 ・降雨や水位
の見込みや予
想が難しい。
・深夜や早朝
の避難勧告の
発令のタイミ
ングの見極め
が難しい。

－ －

・降雨や水位
の見込みや予
想が難しい。
・深夜や早朝
の避難勧告の
発令のタイミ
ングの見極め
が難しい。

・降雨や水位の見込
みや予想が難しい。
・深夜や早朝の避難
勧告の発令のタイミ
ングの見極めが難し
い。

避難勧告発令のタ
イミングの見極め
が難しい。

－

・H27の関
東・東北豪雨
の際にホット
ラインが機能
していなかっ
た。水害対応
において、河
川事務所から
の情報は非常
に重要なの
で、積極的に
情報提供をし
ていただきた
い。

－

　避難判断水位等の水位
が見直され、避難勧告等
の発令の判断が早まって
いる。
　一方で、一番に行動を
開始しなければならない
避難行動要支援者が空振
りによる負担が最も大き
く、度重なる空振りは許
されるものではないた
め、正確な情報の収集と
発信が求められる。
　市町村は水防活動も求
められ、避難誘導のため
の人員は著しく不足して
いるため、正確な情報発
信をするための情報収集
には、河川管理団体など
国、県、関係機関の人的
支援が必要である。

雨が止み、今後降らない状
況でも、上流河川の水量や
東京湾の満潮、干潮の影響
で基準水位に達する可能性
があり、判断が難しい。

－ － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

・地域防災計
画で避難準備
情報、避難勧
告、避難指示
の発令基準を
記載してい
る。

地域防災計画にお
いて，水防上の基
準水位にあわせた
避難の発令基準，
対象区域を位置づ
けてある。

・地域防災計画で
避難準備情報、避
難勧告、避難指示
の発令基準を記載
している。
・避難判断・伝達
マニュアルを策定
している。
【H23】

・地域防災計
画（あるいは
水防計画等）
で避難準備情
報、避難勧
告、避難指示
の発令基準を
記載してい
る。

避難勧告等の発令基
準を定めており、地
域防災計画へ次回修
正時に反映予定。

【避難準備情報】
野田が氾濫注意水
位6.30mに到達
し、更に水位上昇
が見込まれるとき
【避難勧告】
野田が避難判断水
位8.20mに到達
し、更に上昇する
おそれがあるとき
【避難指示】
野田が氾濫危険水
位8.50mに到達し
たとき

荒川・中川・綾
瀬川・江戸川に
ついては基準を
定めている

江戸川上流部
決壊から足立
区までは到達
時間が長いた
め、具体的な
避難勧告等発
令基準は設定
していない。
なお、荒川等
の他の河川は
作成済み。

特になし ・洪水予報河川では、県
と気象庁が共同で洪水予
報を発表し、自治体への
連絡と報道機関等を通じ
て住民への周知を行って
いる。
・水位周知河川では、河
川の基準水位を超えた場
合に、県が自治体への連
絡を通じて住民への周知
を行っている。
・埼玉県版川の防災情報
メールにて登録者宛に水
位情報をメール配信して
いる。

　各市町村においてガイド
ラインに基づく基準設定を
行っているが、これからも
多発する災害に応じて発令
基準の見直しが必要となる
場合は、速やかに行ってい
ただくよう説明会等でお願
いをしている

国等が発表した河川水位
等に係る情報について、
東京都水防計画で定めて
いる連絡系統に従い、情
報伝達を行っている。

・「避難勧告等の判断・伝達
マニュアル作成ガイドライ
ン」に基づき、区市町等の避
難判断基準の設定にあたり、
必要に応じて助言等を実施し
ている。
・河川水位の動向に応じて、
住民避難等に資する「洪水予
報」を自治体に通知、ならび
に報道機関等を通じて住民に
周知。（国土交通省・気象庁
共同発表）
・記録的な大雨により災害の
危険性が切迫している状況に
おいて、気象台から該当する
地域の自治体首長に対して情
報伝達（ホットライン）を実
施。

・河川水位の動向に応
じて、住民避難等に資
する「洪水予報」を自
治体に通知、ならびに
報道機関等を通じて住
民に周知。（国土交通
省・気象庁共同発表）
・併せて、各自治体毎
に割り当てたホットラ
イン担当者より、水位
等の情報を事前に提供
している。

－ － － － －

・経済活動を止め
てしまうほどの大
規模な避難勧告等
を発令するだけの
判断基準がない。
・下流域全体での
広域避難を実行す
る基準が不明確。

－ － － － － － － －

幸手市内容 設問 杉戸町 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市五霞町 久喜市

関東地整

吉川市 松伏町

足立区葛飾区 東京管区気象台

野田市

避難勧告
等の発令
基準

避難準備
情報、避
難勧告・
指示の発
令の判断
を行うた
めに必要
な洪水予
報や水位
周知等の
情報提供
の状況に
ついて記
入してく
ださい

埼玉県 千葉県 東京都船橋市 江戸川区 茨城県
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

① 情報伝達、避難計画等に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 ・町内のほぼすべてが
浸水想定区域となるた
め、公共施設で２階以
上にある建物を緊急避
難場所とし、学校、公
民館などの公共施設を
避難所として指定して
いる。
・避難経路は設定して
いない。
・これらは、ハザード
マップ、ホームページ
で情報公開している。

・現在指定緊急避難場
所として１０６箇所、
指定避難所として７７
箇所指定している。指
定避難所は学校や福祉
施設等を指定している
が、指定緊急避難場所
はその他に公園等も指
定している。指定緊急
避難場所１０６箇所の
うち、５８箇所は洪水
に対応しており、具体
的には学校の２階以上
などを利用することを
想定している。
・避難経路については
特に設定していない。

・避難所は、西小学
校、高野台小学校、杉
戸小学校、杉戸第二小
学校、杉戸第三小学
校、泉小学校、西公民
館、昌平中学・高等学
校、杉戸中学校、中央
公民館、杉戸高等学
校、杉戸農業高等学
校、南公民館、広島中
学校、志学会高等学
校、泉公民館、東中学
校、エコ・スポいずみ

・公共施設がある場所
の浸水深を考慮して、
建物が浸水しない上階
を緊急避難場所として
指定している。
・これらは、ハザード
マップ、ホームページ
で情報公開している。

・指定緊急避難場所、
指定避難所は防災マッ
プ、ホームページ、広
報志、その他情報発信
ツールにより周知して
いる。
・避難経路は現場の状
況や居住地により異な
ると考える。出前講座
等で避難経路の選定方
法や、避難時の注意点
等を周知している

・指定緊急避難場所及
び指定避難所を指定し
ている。
・これらは、町ホーム
ページで情報を公開し
ている。
  小中学校、県営公園
（高台）

・ハザードマップやホーム
ページで避難場所を掲示し
ている。
・浸水の生じない場所又は
フロアとなる公共施設等を
緊急避難場所とし、そのう
ち、建物を有する箇所を避
難所として指定している。
・市のポータルサイト（オ
ラナビ）や各駅の避難場所
案内看板等で避難場所への
案内をしている。なお、避
難場所案内看板にはＱＲ
コードによる案内もしてい
る。

避難場所は小中学
校・高校等と指定
している。浸水時
は浸水浸以上の階
層としている。

・本市では、道路の破
損、周辺の火災や浸水
等により通行が困難に
なることも考えられる
ため、地域ごとの避難
場所や避難経路を固定
化していない。災害発
生時における道路の損
壊や周囲の延焼等によ
る被害状況に応じて、
迅速に安全な場所に避
難するため、平常時か
ら市民自らが避難場
所・避難所を認識して
おくよう出張講座や防
災マップ等で啓発して
いる。
なお、水害時の緊急避
難場所は、避難所指定
している施設の２階以
上の部分としている。

避難場所・避難所：小
学校、中学校、高校
避難場所：公園、運動
グラウンド
避難所：公民館、体育
施設

浸水時は、浸水深以上
の避難場所、避難所に
限る。
避難経路は未指定。

・ハザードマッ
プにより避難場
所を周知
・避難経路につ
いては未策定。

避難経路について
は、ハザードマッ
プ等を参考に、住
民自身で事前に確
認していただくよ
うお願いしてい
る。

・避難所として指
定されている主な
公共施設は各公民
館や各小中学校で
あり、洪水に対応
している避難所に
ついては、想定さ
れる浸水の程度に
よって３階以上や
２階以上が対応可
能であると設定し
ている。
・避難経路につい
ては特に提示して
いない。

・本市では市内の小中
学校、市民センター等
を避難所として指定を
しているところです
が、浸水時の対応とし
ては、地形などを考慮
し開設をおこなってい
る。
・避難経路については
個々でおこなうように
啓発している。

課題 ・大規模氾濫の場合、
避難場所、避難経路が
浸水して、住民の避難
が適切にできない可能
性がある。
・避難所が少ないた
め、大規模氾濫により
多くの避難者が集中し
た場合に避難場所が不
足することが懸念され
る。

避難経路の設定につい
て検討する必要があ
る。

・大規模氾濫の場合、
避難場所、避難経路が
浸水して、住民の避難
が適切にできない可能
性がある。
・大規模氾濫により多
くの避難者が集中した
場合に避難場所が不足
することが懸念され
る。

・大規模氾濫の場合、
避難場所、避難経路が
浸水して、住民の避難
が適切にできない可能
性がある。
・大規模氾濫により多
くの避難者が集中した
場合に避難場所が不足
することが懸念され
る。

・大規模氾濫の場合、
避難場所、避難経路が
浸水して、住民の避難
が適切にできない可能
性がある。
・大規模氾濫により多
くの避難者が集中した
場合に避難場所が不足
することが懸念され
る。

－

・ハザードマップやホーム
ページで避難場所を掲示し
ている。
・浸水の生じない場所又は
フロアとなる公共施設等を
緊急避難場所とし、そのう
ち、建物を有する箇所を避
難所として指定している。
・市のポータルサイト（オ
ラナビ）や各駅の避難場所
案内看板等で避難場所への
案内をしている。なお、避
難場所案内看板にはＱＲ
コードによる案内もしてい
る。

・市内に高台がほ
とんどないため、
公共施設や民間の
大型施設への避難
が想定されるが、
災害時に施設を開
放してもらえるか
不明
・大規模氾濫の場
合、避難場所、避
難経路が浸水し
て、住民の避難が
適切にできない可
能性がある。
・大規模氾濫によ
り多くの避難者が
集中した場合に避
難場所が不足する
ことが懸念され
る。

－

　利根川洪水時には、
市内全域が浸水するた
め、広域避難をする必
要があるが、避難先、
避難路及び避難手段の
確保が出来ない。
　時間雨量が20ミリを
越えると内水被害が発
生している。現状で
は、避難勧告発令時に
は、避難路が冠水し、
避難場所・避難所への
移動が困難。

・大規模氾濫の
場合、避難場
所、避難経路が
浸水して、住民
の避難が適切に
できない可能性
がある。

－ － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川

左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

・浸水する避難所は、
色分けをしてハザード
マップに記載してい
る。
・避難所は防災マッ
プ、ホームページ、広
報誌により周知してい
るが、避難経路につい
ては検討中。

・洪水ハザードマップ
及びホームページによ
り周知している。
・学校，近隣センター
等を避難所に指定して
いる。
・避難経路については
定めていない。

・災害種別ごとに避難
場所および避難所の指
定を行っており、ハ
ザードマップや広報誌
等で情報公開および周
知している。
・避難所、避難場所は
地区別減災マップ、洪
水ハザードマップ、市
公式Webサイトなどに
より周知しているが、
避難経路については未
策定の為、今後検討す
る。

洪水想定地域の指定に
係る避難所を啓発して
いる。

災害種別ごとに学校の
校庭や公園を避難場所
として指定しており、
ハザードマップを全戸
配布し、ホームページ
でも掲載している。

避難場所：区内（大島
小松川公園、葛西南部
地区）２箇所、区外
（国府台）１箇所
避難経路：指定なし。
徒歩で避難

浸水しない地域への避難が
できなかった場合に、緊急
的に生命を守るために垂直
避難ができるように、区の
２４１施設を「洪水緊急避
難建物」として指定をした
自治町会が、民間マンショ
ン等と水害時の一時避難に
関する協定を締結できるよ
うに、ガイドラインを作成
する等して支援をしている

足立区洪水ハザー
ドマップに掲載し
ており、ホーム
ページで情報公開
している。

特になし ・浸水想定区域図を作
成し公表し、市町村が
作成するハザードマッ
プの作成支援を行って
いる。（手引き改定
前）

　市町村長が指
定する指定緊急
避難場所・指定
避難所につい
て、早期に指定
を行うよう市町
村に対して働き
かけを行ってい
る。

区市町村が作成し
ている洪水ハザー
ドマップ掲載ペー
ジへのリンクを東
京都のホームペー
ジで掲載してい

る。

浸水区域が人口集中地
区でもあるので、高台
や他市避難所への誘導
が課題

－ － － －

・自区内の屋内施設に
収容しきれない。
・広域避難の際に具体
的な収容施設が指定で
きていない。
・避難経路・避難方法
が定まっていない。

－ － － － － － －

関東地整

内容 設問 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

さいたま市五霞町 野田市春日部市

東京都
東京管区気象

台

吉川市 松伏町

船橋市 江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県

三郷市 越谷市 八潮市 草加市

避難場所・
避難経路の
設定

緊急避難
場所、避
難所に指
定してい
る主な公
共施設の
種別（あ
るいは名
称）、こ
れらの浸
水時対応
の有無、
避難経路
の提示方
法等につ
いて記入
してくだ
さい。

特別に配
慮してい
る点や工
夫してい
る点があ
れば、併
せて記入
してくだ
さい。

千葉県埼玉県

久喜市 杉戸町 幸手市
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

① 情報伝達、避難計画等に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 ・避難準備情報・避
難勧告・避難指示を
発令した場合は、防
災行政無線、広報
車、町公式サイト
メール配信サービ
ス、フェイスブッ
ク、ツイッター、緊
急速報メール、Ｌア
ラート、報道機関の
協力を得て広報を行
う。
・対象区域住民自治
組織の長に連絡する
など、関係地域内の
全ての人に伝わるよ
う留意して、伝達す
る。
・各地域の民生委
員、自主防災組織の
地域コミュニティと
の協力・連携によ
り、避難行動要支援
者をはじめ住民への
周知漏れを防ぐ。

地域防災計画で伝達方
法について記載してい
る。防災行政無線、防
災行政無線情報メー
ル、広報車、Ｌアラー
ト、エリアメール、緊
急速報メール、フェイ
スブック、ツイッ
ター、ライン。

・防災行政無線、広報
車、登録制メール、エ
リアメール、Ｌアラー
ト

・対象区域住民自治組
織の長に連絡するな
ど、関係地域内の全て
の人に伝わるよう留意
して、伝達する。

・自主防災組織の地域
コミュニティとの協
力・連携により、避難
行動要支援者をはじめ
住民への周知漏れを防
ぐ。

・避難準備情報・避難
勧告・避難指示を発令
した場合は、防災行政
無線、広報車、消防
団、メール配信サービ
ス、緊急速報メール、
Ｌアラート、報道機関
の協力を得て広報を行
う。
・対象区域住民自治組
織の長に連絡し、関係
地域内の全ての人に伝
わるよう留意して、伝
達する。
・自主防災組織や自治
会との協力・連携によ
り、避難行動要支援者
をはじめ住民への周知
漏れを防ぐ。

・避難準備情報・避難
勧告・避難指示を発令
した場合は、防災行政
無線、広報車、ホーム
ページ、登録制メー
ル、ツイッター、緊急
速報メール、Ｌアラー
ト、報道機関の協力を
得て広報を行う。
・対象区域住民自治組
織の長に連絡するな
ど、関係地域内の全て
の人に伝わるよう留意
して、伝達する。
・自主防災組織の地域
コミュニティとの協
力・連携により、避難
行動要支援者をはじめ
住民への周知漏れを防
ぐ。

・防災行政無線、広報車、
メール配信サービス、フェイ
スブック、ツイッター、Ｌア
ラート、報道機関の協力を得
て、広報を行う。
・自主防災組織等の地域コ
ミュニティとの協力、連携に
より、住民への周知漏れを防
ぐ。

・避難準備情報・避
難勧告・避難指示を
発令した場合は、防
災行政無線、広報
車、メール配信サー
ビス、ホームペー
ジ、フェイスブッ
ク、ツイッター、緊
急速報メール、Ｌア
ラートの協力を得て
広報を行う。
・各自治会あて一斉
ＦＡＸを利用し、情
報を提供する。

・防災行政無線
・広報車
・緊急速報メール
（エリアメール）
・三郷市公式サイ
ト
・SNSの活用
・Lアラート→地
デジデータ放送等

・避難準備情報、
避難勧告、避難指
示を発令した場合
は、防災行政無
線、広報車、市
ホームページ、登
録制メール、ツ
イッター、Ｌア
ラートなど、状況
により緊急速報
メールにて行う。

　防災行政無線、
市ホームページ、
緊急速報メール、
Ｌアラート、市
メール配信システ
ム、広報車、一斉
ＦＡＸ、自主防災
組織との連携。

・地域防災計画
（水害編）で記載
している。
[市]対象地域住民
に対し、市防災行
政用無線（同報
系）、広報車、口
頭等により避難勧
告等を伝達、イン
ターネットのホー
ムページ等に掲載
[消防]消防団員、
消防車両、口頭等
により伝達、自主
防災組織等の協力
による組織的な伝
達
[放送機関]市は各
放送機関に避難勧
告・指示の内容の
放送を要請

避難勧告・指示を
発令した場合は、
下記伝達手段によ
り、関係地域内の
全ての人に伝わる
よう留意して、伝
達する。

市ＨＰ、防災課Ｈ
Ｐ、テレ玉データ
放送（Ｌアラー
ト）、フェイス
ブック、ツイッ
ター、エリアメー
ル・緊急速報メー
ル、防災行政無
線、広報車

・地域防災計画において避難情報や避難所開
設情報等については、防災行政無線や登録
メール（野田市安全安心メール「まめメー
ル」）、ホームページ、ツイッタ―、広報車
を活用する旨を記載している。その他にもＬ
アラート（データ放送）、各携帯会社（ＮＴ
Ｔドコモ、ソフトバンク・モバイル、ＫＤＤ
Ｉ）による災害緊急速報メールも活用する。

・対象地域に絞っ
て防災行政無線で
避難勧告等を発令
・市民の登録制
メールで一斉配信
・エリアメールで
配信
・広報車で現地に
放送

課題 ・ホームページや携
帯メール等の情報
は、高齢者など一部
の住民には伝わらな
い恐れがある。
・風雨などの騒音等
により防災無線や広
報車の音が聞き取り
が困難となるので、
工夫が必要。

豪雨などの場合は雨音
で防災行政無線等の音
がかき消されてしまう
こともあるため、防災
行政無線メール等、代
わりとなる情報伝達手
段の周知を今後も図っ
ていく。

・ホームページや携帯
メール等の情報は、高
齢者など一部の住民に
は伝わらない恐れがあ
る。
・風雨などの騒音等に
より防災無線や広報車
の音が聞き取りが困難
となるので、工夫が必
要。

・ホームページや携帯
メール等の情報は、高
齢者など一部の住民に
は伝わらない恐れがあ
る。
・豪風雨などの騒音等
により防災行政無線や
広報車の音が聞き取り
が困難。

・ホームページや携帯
メール等の情報は、高
齢者など一部の住民に
は伝わらない恐れがあ
る。
・風雨などの騒音等に
より防災無線や広報車
の音が聞き取りが困難
となるので、工夫が必
要。

・ホームページやメール等の
情報は、高齢者など一部の住
民には伝わらない恐れがあ
る。
・風雨などの騒音等により防
災行政無線や、広報車の音が
聞きにくい
・避難情報の伝達手段は複数
確保しているが、人員の整備
が出来ていない。

－

・風雨などの騒音
等により防災無線
や広報車の音が聞
き取りが困難とな
るので、工夫が必
要。

－

ホームページやエ
リアメール、市
メール配信システ
ム等の情報は、高
齢者など一部の住
民には伝わらない
恐れがある。

・ホームページや
携帯メール等の情
報は、高齢者など
一部の住民には伝
わらない恐れがあ
る。
・避難情報の伝達
手段は複数確保し
ているが、運用す
る方法や人員の整
備ができていな
い。

－ － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

・避難準備情報・避
難勧告・避難指示を
発令した場合は、防
災行政無線、広報
車、市ホームペー
ジ、緊急速報メー
ル、ツイッター等を
活用し広報を行う。
・避難所及び自治会
に個別受信機を配布
している。

防災行政無線，車によ
る巡回広報，ホーム
ページ，メール配信
サービス，ツイッ
ター，ケーブルテレビ
文字放送による周知を
行なう。

・避難準備情報、避難
勧告、避難指示を発令
した場合は、防災行政
無線、メール情報配信
サービス、市公式Web
サイト、フェイスブッ
ク、ツイッター等で広
報を行う。

・避難準備情報・避難
勧告・避難指示を発令
した場合は、防災行政
無線、広報車、市公式
サイトメール配信サー
ビス、ツイッター、緊
急速報メール、Ｌア
ラート、報道機関の協
力を得て広報を行う。

・避難勧告等の伝達方
法は、防災行政無線、
広報車、メール配信
サービス、フェイス
ブック、ツイッター、
緊急速報メール、Ｌア
ラートの利用によりテ
レビ・ラジオ・イン
ターネット等での広
報。

・防災行政無線（デジタル
化）、FMえどがわ、ケーブ
ルテレビ、防災メール、区公
式HP

防災行政無線、広報
車、エリアメール
（docomo）・緊急
速報メール
（softbank、
KDDI）、安全・安心
情報メール、区ホー
ムページ、区公式
フェイスブック、区
公式ツイッター、か
つしかFM、J：COM
東葛葛飾、NHK総合
テレビのデータ放送

特になし 特になし 特になし 特になし 特になし ・気象庁は最新の科学技術を取り入れ、「防
災気象情報」を提供。
・防災気象情報は、区市町村では避難勧告等
の判断材料として、住民はさらなる情報入手
や安全確保行動のきっかけとして利用されて
いる。
・現状の予測水準の限界を踏まえて、現在の
技術で実施可能な防災気象情報の改善に取り
組んでいくこととし、社会に大きな影響を与
える現象について、可能性が比較的高くなく
とも発生のおそれを積極的に伝えていくこ
と、危険度やその切迫度を認識しやすくなる
よう、わかりやすく提供していく。
・具体的には、平成29年度出水期に向け
て、定時的情報としての「警報級の現象にな
る可能性」の提供、及び大雨注意報警報の発
表時の「時系列で危険度を色分けした表示」
の情報提供の準備を進めており、本年６月８
日から自治体向け防災情報提供システムにお
いて、情報提供の試行を開始した。

雨量、河川水位、
洪水予報、ライブ
カメラによる映像
等を事務所ホーム
ページ、報道機関
等を通じて伝達し
ている。

－ － － － －

・水防災意識の向上と避難行
動に対する平時からの機運醸
成。

－

・ホームページや
携帯メール等の情
報は、高齢者など
一部の住民に伝わ
らない恐れがあ
る。
・豪雨などの騒音
等により防災無線
や広報車の音が聞
き取りが困難とな
るので、工夫が必
要。

－ － － －

・自治体等からは、より精度が高く、きめ細
かで、危険度の違いが分かりやすい情報の提
供が求められている。
・台風及びその周辺域での広域な雨量の数日
先までの予測は、精度に限界がある。
・集中豪雨を区市町単位で発生場所、時刻を
特定した予測は困難。 －

関東地整

吉川市 松伏町内容 設問 野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

さいたま市五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市

住民等への情
報伝達の体制
や方法

避難準備
情報、避
難勧告・
指示の伝
達の体制
や方法を
記入して
くださ
い。
また、こ
れ以外に
住民等へ
伝達する
情報があ
る場合
は、その
名称と伝
達の体制
や方法を
記入して
くださ
い。
特別に配
慮してい
る点や工
夫してい
る点があ
れば、併
せて記入
してくだ
さい。

千葉県 東京都 東京管区気象台船橋市 江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県 埼玉県
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

① 情報伝達、避難計画等に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 （１）避難の誘導は、警察
官、消防団，町職員等が連携
し実施する。
（２）消防機関、県警察本
部、自主防災組織等の協力を
得て、組織的な避難誘導に努
めるほか平時から避難経路の
安全性の向上に努める。
（３）避難行動要支援者の所
在を把握しておくとともに、
自主防災組織等、地域の協力
を得て、避難誘導と確認に努
める。
（４）学校，社会教育施設、
及び社会福祉施設等において
は、各施設の管理者が、児
童・生徒施設利用者等を安全
に避難誘導する。
・避難に自家用車を使用しな
いよう指導する。
・年１回防災訓練を実施して
おり、その際は警察や消防に
も協力してもらっている。

・地域防災計
画で避難誘導
体制について
記載してい
る。
・なお、市の
総合防災訓練
において、毎
年避難誘導訓
練を実施して
おり、避難行
動要支援者に
も参加してい
ただいてい
る。

・町、警察、消防
機関等により、自
主防災組織の協力
を得て避難誘導を
行う。

・避難行動要支援
者の所在を把握し
ておくとともに、
自主防災組織等、
地域の協力を得
て、避難誘導と確
認に努める。

（１）避難の誘導は、自
主防災組織、自治会、警
察官、消防団，市職員等
が連携し実施する。
（２）避難行動要支援者
の所在を把握しておくと
ともに、自主防災組織
等、地域の協力を得て、
避難誘導と確認に努め
る。
（３）学校，社会教育施
設、及び社会福祉施設等
においては、各施設の管
理者が、児童・生徒施設
利用者等を安全に避難誘
導する。

・避難の誘導は、市職員、消防
団員、自主防災組織が実施する
ものとし、被害の規模等により
対応が困難な場合においては、
必要により、警察官、消防職
員、自衛官等に協力を要請す
る。

・住民の避難誘導は、
自主防災組織、自治
会、消防団が行う。
・避難行動要支援者の
避難は、自主防災組
織、民生委員、児童委
員等が支援する。
・学校・幼稚園・保育
園の園児・児童・生徒
や、社会教育施設の利
用者は、施設管理者が
誘導する。

安全な避難活動
を実施するため
に、避難路の指
定、避難場所標
識の整備、誘導
体制の確立を整
備している。
避難行動要支援
者名簿を作成、
及び要援護の届
出制度により自
治会等による支
援体制を図って
いる。

・消防本部、警
察、消防団員、自
主防災会などの協
力を得て実施す
る。
・要支援者につい
ては優先的に避難
誘導する。
・避難時に危険と
なる箇所、避難経
路等の掲示は行っ
ていない。

・市民を適切に避
難誘導するため、
市は、あらかじめ
自主防災組織にお
ける避難誘導組織
を整備するよう指
導するとともに、
市、消防、警察と
自主防災組織との
連携体制を確立し
ている。
・要配慮者の避難
誘導に際しては、
自治会（自主防災
組織）、民生委
員・児童委員、介
護保険事業者、障
害福祉サービス事
業者等の多様な主
体と連携してい
る。

　広報班による
災害情報の発
信、援護班によ
る避難行動要支
援者の避難誘導
を計画してい
る。

・地域防災計画
（水害編）で記載
している。
　市職員、消防職
員、消防団員、警
察官等は相互に協
力し、避難者を避
難所又は避難場所
へ誘導し、安全に
移送。
　市は、災害時要
配慮者台帳等を基
に、地域住民及び
自主防災組織等の
協力の下に、災害
時要配慮者の発見
と誘導に努める。

避難行動要支援者
への避難誘導は、
自治会、自主防災
組織、民生・児童
委員が行う。

避難経路について
は、ハザードマッ
プ等を参考に、住
民自身で事前に確
認していただくよ
うお願いしてい
る。

(1)市民等の避難誘導は、自主防災
組織等による市民の自主的な避難
誘導を原則とするが、避難勧告・
指示等を発令した場合は、市職
員、警察官、消防職員、消防団員
等が自主防災組織等の協力により
実施する。
(2)学校、幼稚園、保育所（園）、
事業所、スーパーその他多数の人
が集まる場所における避難誘導
は、その施設の責任者、管理者等
による自主的な統制を原則とす
る。

【避難行動要支援者での対応につ
いて】
・野田市避難行動要支援者支援計
画に基づき、市から平常時に、自
主防災組織等へ要支援者名簿の提
供を行っている。自主防災組織等
を中心に、地域で要支援者の個別
計画を作成し、避難の際の支援者
を決めてもらっている。

・江戸川氾濫時の避難
誘導体制については、
常磐線以西の地域につ
いては、氾濫シミュ
レーションにより浸水
する可能性が高いた
め、11万人を避難させ
る必要があり常磐線以
東の高台に避難するよ
うになるが、バス会社
などと協定をして災害
時に高台への巡廻等を
依頼する必要があると
考えている。

課題 ・町職員、警察、消防団員そ
れぞれの役割が明確になって
いない。

－

・町職員、警察、
消防団員それぞれ
の役割が明確に
なっていない。

－

・市職員、警察、消防団員それ
ぞれの役割が明確になっていな
い。

・町職員・警察・消防
機関それぞれの役割が
明確になっていない。

－

・避難誘導時、各
機関の役割が明確
に決まっていな
い。

－

・避難誘導を担
当する各班の役
割が明確に出来
ていない。

・市職員、警察、
消防団員それぞれ
の役割が明確に
なっていない。

－ － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

・地域内から避難場所までの避
難誘導の体制は以下の通り。
（１）避難の誘導は、市職員、
消防団員、自治会組織、自主防
災組織及び現場の警察官等が連
携し実施する。
（２）学校、幼稚園、保育所、
事業所、百貨店及びその他多数
の人が集まる場所における避難
誘導は、必要に応じて市職員を
派遣し、その施設の責任者、管
理者等に協力して安全な場所に
避難誘導する。
（３）避難行動要支援者の所在
を把握しておくとともに、自主
防災組織等、地域の協力を得
て、全員の安全避難を図る。

【在宅者】
・消防団，消
防局，警察
官，町会，自
治会，区等が
協力し，組織
的に避難を誘
導する。
・要配慮者の
登録名簿に基
づき，安否確
認と避難誘導
を行う。
【学校，病
院】
・学校，病
院，社会福祉
施設，その他
不特定多数の
者が利用する
施設の管理者
は，施設利用
者の避難誘導
を行う。

・消防団や地域
（自主）防災組織
等の協力を得なが
ら、必要に応じて
関係機関等に車両
や船舶等による避
難行動要支援者の
移送を要請する。
・施設管理者は、
避難計画等に基づ
き、速やかに入所
者等の安全を確保
する。

地域防災計画にて
避難行動要支援者への支
援は自治会自主防災組
織、民生委員、児童委員
等の協力を得ながら支援
を行う。

市・消防局・消防団・警察署が
避難誘導を実施することとして
いる。
避難行動要支援者の誘導は、災
害対策本部設置時においては、
町会・自治会等が管理する安心
登録カード登録者名簿を基に、
町会・自治会活動や安心登録
カード事業の仕組みを通じた地
域ぐるみの支援体制及び消防
団・警察の協力により行い、災
害対策本部設置前においては、
関係各課に連絡を取り、避難行
動要支援者の避難支援を要請す
るものとする。

・避難勧告、指示に基
づく、区、警察、消防
による自主防災組織と
連携した住民誘導。

個人情報の外部
提供に同意した
避難行動要支援
者の名簿を、希
望する自治町会
に配布して、避
難時の支援など
について依頼し
ている

避難の誘導は、警
察、消防、消防
団、区職員が連携
し対応する。
避難行動要支援者
の所在を民生委
員・児童委員なで
平常時から把握し
ておくとともに、
自主防災組織等地
域の協力を得て避
難誘導する。

－ － － － －

・避難に対する住民の
意識が低い。
・避難先が特定されて
いないため自主避難が
できない。
・警察、消防との役割
分担ができていない。
・交通手段を特定でき
ていない。
・他地区から区内への
流入防止策がない。
・交通管理者との調
整、誘導体制の構築。

－

足立区の地域防災
計画（風水害編）
に避難誘導体制は
記載されてない

関東地整

吉川市 松伏町内容 設問 野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

さいたま市五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市

避難誘導体制 避難誘導
にあたる
組織や関
係機関、
学校や社
会教育施
設への対
応、要配
慮者・避
難行動要
支援者へ
の対応に
ついて記
入してく
ださい。
また、避
難時に危
険となる
箇所や避
難経路の
掲示等に
ついて記
入してく
ださい。
特別に配
慮してい
る点や工
夫してい
る点があ
れば、併
せて記入
してくだ
さい。

船橋市 江戸川区 葛飾区 千葉県 東京都 東京管区気象台足立区 茨城県 埼玉県

4



現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

① 情報伝達、避難計画等に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 特になし 電柱に張り付ける
形で設置している
３９個の看板を平
成２７年度末に更
新した。昭和２２
年カスリーン台風
時の実績浸水深及
び付近の避難所に
ついて記載してい
る。

現在１７箇所設置
済み。

・カスリーン台風
の時の浸水深が分
かる場所について
は、電柱に表示看
板が設置されてい
る。

・市内小中学校、
県立高校、一部公
共施設に指定避難
場所の看板設置
・指定避難場所誘
導看板を20箇所設
置
・企業と避難場所
誘導案内付電柱広
告に関する協定を
締結しており、順
次、設置を拡大し
ている。

特になし ・避難場所に指定
避難場所であるこ
とを表示する看板
を設置している。
・各駅に避難場所
案内看板を設置し
ている。
・避難場所誘導案
内付電柱広告に関
する協定を東京電
力グループ及びＮ
ＴＴグループの広
告代理事業者と締
結しており、電柱
に避難場所案内看
板を随時設置して
いる。

・市内小中学校に
指定避難場所の看
板設置

特になし 　想定浸水深を表
示する看板は未整
備であるが、市内
150箇所の電柱
に、避難所誘導看
板を設置してい
る。

・市内小中学校に
指定避難場所の看
板設置

企業と、避難場所
誘導案内付電柱広
告に関する協定を
締結しており、順
次、設置を拡大し
ている。

特になし 特になし

課題

－ － － － － － － － －

　複数の河川に囲
まれており、避難
方法を一つに搾る
ことが出来ないた
め、河川ごとに避
難先が変わるなど
市民等に分かりや
すい案内が難し
い。

－ － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

特になし ・想定浸水を表示
する看板等の設置
区域として対象と
していない。

・東京電力グルー
プ会社と、電柱へ
の看板設置に関す
る協定を締結。
【平成26年度】

避難所及び避難場
所に海抜表示を
行っている。

避難所及び避難場
所の誘導看板を電
柱等に設置してい
る。また、海抜も
看板等に併せて表
示を行っている。

・水害に対する区
民の意識を啓発す
るため、小中学校
の校舎や公園、堤
防など区内174箇
所に「水位標示
板」を設置。

荒川・江戸川につ
いては、洪水標識
板（まるごとまち
ごとハザードマッ
プ）を区内の電柱
に設置している

特になし まるごとまちごとハ
ザードマップ設置に関
する助言や財政的支援
を自治体に対して実施
している。

－ － － － － － － － －

関東地整

吉川市 松伏町内容 設問 野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

さいたま市五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市

千葉県 東京都 東京管区気象台埼玉県船橋市 江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県

まるごと
まちごと
ハザード
マップ整
備・拡充

河川氾濫
時の浸水
深や出水
時の避難
所等、地
域の洪水
に関する
情報の普
及を目的
とした、
公共施設
や電柱等
への看板
の設置状
況につい
て記入し
てくださ
い。

5



現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

② 自衛水防に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 特になし 地域防災計画
に、地域防災計
画に定められた
要配慮者利用施
設の所有者又は
管理者に対し
て、防災体制に
関する事項等の
計画作成に努め
るものとし、ま
た当該計画に基
づき避難誘導等
の訓練の実施に
努めるものと記
載している。

特になし ・地域防災計画で社会
福祉施設に対して、緊
急体制の確保や避難誘
導計画について記載し
ている。

特になし 特になし ・市内の浸水想定区域
内にある要配慮者利用
施設に対し、水防計画
の策定や、水防訓練の
実施を呼びかけてい
る。

特になし 特になし 特になし 特になし 特になし ○学校施設
・市内公立幼稚園については、洪水を対象とした浸
水対策計画や避難計画は策定されていないが、洪水
の際は保護者に引き渡すこととなるため、引き渡し
訓練は実施している。
○児童館、学童保育所等
・避難訓練は実施しているが、洪水を対象としたも
のではない。
○障がい者福祉施設
・施設からの要請があれば支援を検討したい。
○高齢者福祉施設
・指定管理者施設「複合老人ホーム野田市楽寿園」
については、平成２７年度に風水害時の対応マニュ
アルを作成した。避難訓練は火災・地震を想定して
実施している。
・指定管理者施設「野田市岩木小学校老人デイサー
ビスセンター」については、風水害時の施設の対応
マニュアルは策定していない。避難訓練は火災・地
震を想定して行っている。
・市が管理する「老人福祉センター」「中根地域福
祉センター」「関宿福祉センターやすらぎの郷」に
ついては、風水害を想定した施設の避難マニュアル
は作成していない。避難訓練は火災を想定して行っ
ている。

特別養護老人ホームや
特別支援学校におい
て、水害時の避難計画
を作成して各々で訓練
をおこなっている。

課題

－ － － － － － － － － －

・福祉担当課と
調整し、要配慮
者利用施設等へ
の水防に係る啓
発を図る必要が
ある。 － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

特になし 特になし ・地域防災計画
に位置づけして
いる要配慮者施
設について避難
計画策定の支援
を行った。

特になし 該当施設を訪問して国
土交通省の計画作成マ
ニュアルの説明を行
い、問い合わせがあれ
ば対応することとして
いる。
訓練については、依頼
があれば危機管理課及
び消防局にて対応して
いる。

特になし 区立の障害者通所施設
（ウェルピアかつし
か）や保育園では、避
難計画を作成してい
る。また、訓練を実施
している施設もある。

毎年、区の総合
防災訓練で数カ
所の施設は避難
訓練を実施して
いる。

－ － － － － － － － －

関東地整

内容 設問 五霞町 久喜市 松戸市杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町
さいたま

市
野田市

東京管区気象台

要配慮者利
用施設の避
難計画の作
成及び訓練
の促進

要配慮者
利用施設
におけ
る、洪水
を対象と
した浸水
対策計画
や避難計
画策定を
支援して
いるか、
また、洪
水を対象
とした避
難訓練等
を支援し
ているか
について
記入して
くださ
い。

埼玉県 千葉県 東京都流山市 柏市 市川市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市

足立区 茨城県江戸川区浦安市 船橋市 葛飾区

6



現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

② 自衛水防に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

課題

－ － － －

・不特定多数
が利用する地
下施設に対
し、水防に係
る啓発を図る
必要がある。

－ －

現状 特になし 地域防災計画
にて、地域防
災計画に定め
られた大規模
工場等の所有
者又は管理者
に対して、防
災体制に関す
る事項等の計
画作成に努め
るものと記載
している。

特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

課題

－ － － － － － － －

・大規模工場
に対し、水防
に係る啓発を
図る必要があ
る。 － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

概ね浸水防止
計画及び避難
確保計画の作
成が完了して
いる。
訓練等につい
ては、依頼が
あれば支援し
ていく。

・地域防災計
画に位置づけ
している地下
施設8ヶ所につ
いて避難計画
策定の支援を
行った。

該当施設を訪問して国土
交通省の計画作成マニュ
アルの説明を行い、作成
依頼を行った結果、概ね
浸水防止計画及び避難確
保計画の作成が完了して
いる。
訓練については、依頼が
あれば危機管理課及び消
防局にて対応している。

・浸水想定区域内の22箇
所の地下施設について避
難計画の策定を支援。
・毎年、河川管理者が実
施する洪水予報伝達演習
に、避難計画を策定して
いる区内の地下施設も参
加している。

地域防災計画
に規定されて
地下施設につ
いては、計画
書を作成済み
である。

－ － －

・避難訓練の施設毎の実
施。 － －

特になし 特になし 特になし 平成２６年度に、水防法
改正についての説明会を
大規模工場も対象として
実施して、避難計画や浸
水防止計画の作成につい
て説明した。区ホーム
ページでは、避難計画や
浸水防災計画の雛形を公
開している。

－ － － － －

東京管区気
象台

茨城県 埼玉県 関東地整

不特定多数の利用
する地下施設の避
難計画の作成及び
訓練の促進

不特定多数
の利用する
地下施設
（ショッピ
ングモール
等）におけ
る、洪水を
対象とした
避難計画策
定を支援し
ているか、
また、洪水
を対象とし
た避難訓練
等を支援し
ているかに
ついて記入
してくださ
い。

千葉県 東京都船橋市 江戸川区 葛飾区 足立区

大規模工場の避難
計画の作成及び訓
練の促進

大規模工場
における、
洪水を対象
とした浸水
対策計画や
避難計画策
定を支援し
ているか、
また、洪水
を対象とし
た避難訓練
等を支援し
ているかに
ついて記入
してくださ
い。

野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

③ 広域避難を考慮したハザードマップの作成・　周知等

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状

課題

現状 特になし 広域避難計画は策定し
ていないが、地域防災
計画に広域避難対策に
関する内容を記載して
いる。

特になし 特になし ・広域避難計画は策定
していないが、隣接市
への広域避難の情報を
入れた洪水ハザード
マップを公表してい
る。

・広域避難計画は策定
していないが、地域防
災計画に広域避難対策
に関する内容を記載し
ている。

・広域避難計画は策定
していないが、地域防
災計画に広域避難対策
に関する内容を記載し
ている。

・広域避難計画は策定
していないが、隣接市
への広域避難の情報を
入れた洪水ハザード
マップを公表してい
る。
また、地域防災計画に
広域避難対策に関する
内容を記載している。

・広域避難計画は
策定していない
が、隣接市への広
域避難の情報を入
れた洪水ハザード
マップを公表して
いる。
また、地域防災計
画に広域避難対策
に関する内容を記
載している。

特になし ・広域避難計
画は策定して
いないが、地
域防災計画
（または水防
計画等）に広
域避難対策に
関する内容を
記載してい
る。

特になし 特になし 特になし

課題 ・事前に他市
区町村と協定
等を結び、避
難所の指定を
行う必要があ
る。
・氾濫の規模
が大きくなる
と、離れた市
区町村まで避
難する必要が
あるため、そ
のための計画
が必要とな

－ －

・氾濫の規模
が大きくなる
と、離れた市
区町村まで避
難する必要が
あるため、そ
のための計画
は難しい。

－ - － － －

・利根川洪水時には、
市内全域が浸水するた
め、広域避難をする必
要があるが、避難先、
避難路及び避難手段の
確保が出来ない。

・氾濫の規模
が大きくなる
と、離れた市
区町村まで避
難する必要が
あるため、そ
のための計画
が必要とな
る。

－ － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

・県管理河川の浸水想
定区域図（河川毎）を
ホームページにて公表
中（手引き改定前）

・想定最大規
模降雨による
洪水浸水想定
区域図、氾濫
シミュレー
ションの検討
を開始【平成
２８年度～】

浸水予想区域
図の公表

江戸川及び中川、綾瀬
川における計画規模の
降雨による洪水浸水想
定区域図及び氾濫シ
ミュレーション結果を
江戸川河川事務所ホー
ムページ等で公表して
いる。

－ － －
洪水浸水想定区域が住
民に認識されていない
可能性がある。

・広域避難計
画は策定して
いないが、地
域防災計画に
広域避難対策
に関する内容
を記載してい
る。

・広域避難計画は策定
していないが、地域防
災計画に広域避難対策
に関する内容を記載し
ている。

特になし 特になし 特になし 特になし 広域避難計画策定
の際の参考となる
よう，指定避難所
等について水没の
可能性等の有無を
検討するよう市町
村に依頼した。

　県域を超える広域避
難が発生した場合、避
難先県との調整等によ
り支援を行う。

特になし 特になし 気象情報等の観点で作
成に必要な情報の提供
及び策定を支援

－ － － －

・他市区町村との協定
や具体的な避難所の指
定。

－ － － － － －

関東地整千葉県 東京都茨城県 埼玉県

想定最大規
模降雨によ
る洪水浸水
想定区域
図、氾濫シ
ミュレー
ションの公
表

都県が所管
する河川の
洪水浸水想
定区域図、
氾濫シミュ
レーション
の策定・公
表について
記入してく
ださい。

市川市 浦安市 船橋市

広域避難計
画の策定

協議会の中
で広域避難
計画(案）の
策定を視野
に入れてい
く予定です
が、既に進
めている
（計画して
いる）もの
があれば記
入してくだ
さい。

野田市 松戸市

流山市 柏市

吉川市 松伏町 春日部市 三郷市 越谷市 八潮市杉戸町 幸手市

東京管区気象台江戸川区 葛飾区 足立区

五霞町 久喜市 草加市 さいたま市内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

③ 広域避難を考慮したハザードマップの作成・　周知等

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 特になし ・近隣市町で構成する
田園都市づくり協議会
で災害時相互応援協定
を結んでいるが、広域
避難のための避難場所
は確保できていない。

・他市町と協定を
締結している。

・近隣市町で構成する
田園都市づくり協議会
で災害時相互応援協定
を結んであり、各市町
が指定する全ての避難
所を利用できる。
・埼玉県内の全ての市
町村で相互に協力する
協定を結んであり、被
災者の一時収容のため
に施設を提供される。
・さくらサミット加盟
団体と相互応援協定を
結んであり、被災者の
一時収容のために施設
を提供される。

・近隣市町と災害
協定を締結し、避
難場所等の相互利
用を行う。

災害に対する相互
応援及び協力に関
する協定（草加
市・越谷市・八潮
市・三郷市・吉川
市・松伏町）

特になし 広域避難に関し、
既存の指定避難場
所を利用し受け入
れる体制を構築し
ている。特に、茨
城県と静岡県から
の避難に関して
は、埼玉県と連動
し、春日部市で受
け入れる想定数が
満たされる施設を
整備している。
災害時における避
難場所相互利用に
関する協定（越谷
市）

・下記の近隣市町
と災害協定を締結
し、避難場所等の
相互利用を行う。

災害に対する相互
応援及び協力に関
する協定（草加
市・越谷市・八潮
市・三郷市・吉川
市・松伏町
・行田市・葛飾
区・福島県広野
町、西会津市

・下記の近隣市町と災
害協定を締結し、避難
場所等の相互利用を行
う。

災害に対する相互応援
及び協力に関する協定
（草加市・越谷市・八
潮市・三郷市・吉川
市・松伏町）
災害時における避難場
所相互利用に関する協
定（春日部市）
災害時における避難場
所相互利用に関する協
定（さいたま市（旧岩
槻市） ）
災害時における埼玉県
内市町村間の相互応援
に関する基本協定

・下記の近隣市
町と災害協定を
締結し、避難場
所等の相互利用
を行う。

災害時における
埼玉県内市町村
間の相互応援に
関する基本協定
災害に対する相
互応援及び協力
に関する協定
（草加市・越谷
市・八潮市・三
郷市・吉川市・
松伏町）
足立区と八潮市
との災害時にお
ける相互援助に
関する協定
災害時における
八潮市と葛飾区
との相互応援に
関する協定

・県南４市（川口
市、蕨市、戸田
市、本市）は避難
場所の相互利用に
関する協定を結ん
でおり、各市が指
定するすべての避
難場所を利用する
ことができるとし
ている。

埼玉県及び株式会
社さいたまアリー
ナと協定を締結し
ており、他市町村
からの避難者を受
け入れる体制を
とっている。

特になし ・江戸川氾濫時の避難
誘導体制については、
常磐線以西の地域につ
いては、氾濫シミュ
レーションにより浸水
する可能性が高いた
め、11万人を避難さ
せる必要があり常磐線
以東の高台に避難する
ようになるが、近隣他
市やバス会社などと協
定をして災害時に高台
への巡廻等を依頼する
必要があると考えてい
る。

課題 ・自分の町だけではな
く、近隣の市町の被害
想定や、広域避難場所
の有無・受け入れ可能
人数を把握しておくこ
とが必要。
・避難者の受け入れを
依頼する際の連絡手段
の確保

・同時被災した場合、
他市町村からの避難者
を受け入れる余裕があ
るかどうか。
・避難者の移動方法の
確保

・自分の市区町だ
けではなく、近隣
の市区町の被害想
定や、広域避難場
所の有無・受け入
れ可能人数を把握
しておくことが必
要。

・利根川の氾濫を考え
ると、かなり遠方まで
避難しなくてはならな
くなり、全市民を避難
させる方法がない。

－ － － － － －

・自分の市区町だ
けではなく、近隣
の市区町の被害想
定や、広域避難場
所の有無・受入れ
可能人数を把握し
ておくことが必
要。

－ － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

特になし 特になし 特になし 特になし ・長野県安曇野市【昭
和49年】、山形県鶴
岡市【昭和56年】と
友好都市関係。
・23区と相互協力支
援の協定を締結。【平
成25年度】
・千葉県市川市と災害
時における相互応援協
定を締結。【平成20
年度】
・茨城県東茨城郡城里
町と災害時における相
互支援協定を締結。
【平成27年度】

特別区や市川市・
松戸市とは災害協
定も締結しており
広域避難先とな
る。

東日本大震災の際な
ど，必要に応じて，県
有施設を避難所として
開設した。

　県地域防災計
画において、市
町村は広域避難
場所を選定確保
するよう規定し
ており、市町村
の地域防災計画
においても、同
様に規定するよ
う助言してい
る。

特になし 特になし

－ － － －

・広域避難の際に具体
的な収容施設が特定さ
れていない。
・避難経路、避難方法
が定まっていない。
・市町村では広域避難
の判断や、実施に必要
な情報の収集、体制づ
くりが不十分である。
・大規模災害における
広域避難のためには、
国や都の主体的な取組
が不可欠である。早期
の体制づくりが必要で
ある。

・具体的な場所は
決まっていない。

－ － － －

広域避難場
所の確保

広域避難
のため
に、他の
市区町村
に避難所
を確保し
ている
か、確保
している
場合はそ
の市区町
村名と施
設名を記
入してく
ださい。
また、他
の市区町
村からの
避難者の
受け入れ
のための
施設を指
定してい
るかを記
入してく
ださい。

関東地整千葉県 東京都 東京管区気象台船橋市 江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県

野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市五霞町 久喜市 杉戸町

埼玉県

幸手市 吉川市 松伏町内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

③ 広域避難を考慮したハザードマップの作成・　周知等

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 特になし 特になし 特になし 特になし ・既に広域避難の情報
を入れた洪水ハザード
マップを公表してい
る。
洪水ハザードマップは
近隣市町と共同で作成
した。

特になし 特になし ・既に広域避難の情報
を入れた洪水ハザード
マップを公表してい
る。
洪水ハザードマップは
近隣市町と共同で作成
した。

・既に広域避難の情報
を入れた洪水ハザード
マップを公表してい
る。
洪水ハザードマップは
近隣市町と共同で作成
した。

・既に広域
避難の情報
を入れた洪
水ハザード
マップを公
表してい
る。
洪水ハザー
ドマップは
近隣市町と
共同で作成
した。

特になし 特になし 特になし

課題
－ － － － － － － － － － － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

特になし ・本市内における広域
避難場所については、
地域防災計画および地
区別減災マップに記載
し、公表している。

特になし 特になし ・23区内の高台や隣
接する千葉県市川市の
国府台を広域避難先と
したハザードマップを
公表している。

ハザードマップでは、
区外へ避難する際の方
向については記載して
いる

－ － － －

・区民に分かりやす
い、より実践的なハ
ザードマップの作成。

－ －

関東地整東京管区気象台葛飾区 足立区 茨城県 埼玉県 千葉県 東京都江戸川区流山市 柏市 市川市 浦安市 船橋市

広域避難を考
慮したハザー
ドマップの作
成・周知

広域避難
を考慮し
たハザー
ドマップ
につい
て、既に
作成して
いる（計
画してい
る）もの
があれば
記入して
くださ
い。

野田市 松戸市春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市
さいた
ま市

松伏町五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 吉川市内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

④ 避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 ・タイムラインの試作
版を作成済み。
【H28】

利根川に係るタイ
ムラインについて
は、案を作成し、
平成２８年５月末
に利根川上流河川
事務所へ提出済み
である。

・タイムライン作成済
み。

・タイムライン作
成済み【H28】

・タイムライン運用版
を作成済【H28】

タイムライン策定
済み（江戸川の
み）

・タイムラインの試作
版を作成済み。
【H28】

・江戸川・中川・
綾瀬川について洪
水対応タイムライ
ンを作成済

・中川・綾瀬川につい
て、タイムラインを作
成済

　中川、綾瀬川につい
ては、作成済み。

特になし 市内を複数の河川が流
れているため、順次タ
イムラインを作成して
いる。

特になし タイムラインの骨子に
ついては2016/5/20
に江戸川河川事務所様
に提出済み。
詳細については今後、
近隣市や江戸川河川事
務所と協議してまいり
たい。

課題 ・発災時に有効活用で
きるようにするため、
訓練の必要がある。 － － － － － － － － － － －

・タイムラインの作成
は自治会等住民、市、
県、国、企業等が共同
で行う必要がある。

－

現状 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

課題 ・町単独で訓練を実施
することは困難であ
り、自治会等住民、
県、国と協同して実施
する必要がある。

－ － － － － － － － － － －

・タイムラインが作成
されていない。

タイムラインの詳細に
ついては検討されてい
ない状況であるため今
後、江戸川河川事務所
の開催する協議会等で
細かいところを確認し
てまいりたい。

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

作成・編集中 ・タイムライン作
成済み。

・タイムラインを作成
済み。【H28】

特になし 特になし 特になし 特になし 平成２７年度に、
中川、綾瀬川につ
いてタイムライン
（避難勧告等の発
令基準）を策定
済。

市町村の「避難勧告等
の判断・伝達マニュア
ル」の改定支援

避難勧告等判断基準策
定マニュアルを作成、
市町村に配布し、基準
の策定等の支援をして
いる。
また、避難勧告の発令
等に着目した大規模風
水害（台風上陸）に関
するタイムラインを作
成し、市町村に周知し
ている。

・県内１河川でタ
イムラインを策定
【H27】

特になし 特になし

－

タイムラインの検
証ができていな
い。

・発災時に有効活用で
きるように、チェック
リスト付のタイムライ
ンを作成する必要があ
る。

－ － － － － － － － － －

特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 水害のタイムラインに
基づく訓練の実施につ
いては未定。

特になし 特になし 特になし

今後の検討課題 タイムラインの検
証ができていな
い。

－ － － － －

今後検討する。

－ － － － －

関東地整茨城県 埼玉県 千葉県 東京都 東京管区気象台

避難勧告の発
令に着目した
タイムライン
の作成

洪水時の避
難勧告の発
令に着目し
たタイムラ
インの作成
状況につい
て記入して
ください。

タイムライン
に基づく実践
的な訓練

洪水を対象
としたロー
ルプレイン
グ等の実践
的な訓練の
実施状況に
ついて記入
してくださ
い。

足立区柏市 市川市 浦安市 船橋市流山市 江戸川区 葛飾区

五霞町 久喜市 野田市 松戸市三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市幸手市 吉川市 松伏町 春日部市杉戸町内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑤ 防災教育や防災知識の普及

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 水災害の事前準備等の
問い合わせについて
は、生活安全課が窓口
となっている。

水災害の事前準備等の
問い合わせについて
は、消防防災課もしく
は各総合支所市民課の
防災担当職員が窓口と
なっている。

杉戸町住民参加推進課
消防・防災担当

・ハザードマップの見
方などの水災害の事前
準備に関する問い合わ
せ窓口は、市民生活部
防災安全課としてい
る。

・ハザードマップの見
方などの水災害の事前
準備に関する問い合わ
せ窓口は、市民生活部
市民安全課としてい
る。

水災害の事前準備に関
する問い合わせ窓口
は、総務課庶務防災担
当としている。

主に問い合わせは、防
災対策課で対応してい
る。
また、自主防災訓練等
において、事前準備を
説明している。

・ハザードマップの見
方などの水災害の事前
準備に関する問い合わ
せ窓口は、環境安全部
危機管理防災課として
いる。

治水課と、危機管理課
の窓口やHP等におい
て対応している。

危機管理防災課、道路
治水課、下水道課が対
応する。

・ハザードマップの見
方などの水災害の事前
準備に関する問合せ窓
口は、市長室危機管理
課としている。

・ハザードマップの見
方などや災害の事前準
備に関する問い合わせ
窓口は、総務局危機管
理部防災課としてい
る。

・防災安全課窓口にて
防災全般に関する問い
合わせに対応。
・洪水ハザードマップ
の配布や説明について
は土木部管理課として
いる。

松戸市防災マップの裏
面にハザードマップを
記載しており、江戸川
河川事務所様作成の氾
濫シミュレーションを
基に作成している。見
方については問合せが
あった場合は、防災
マップの配布をおこ
なっている危機管理課
でおこなっている状況

課題
－ － － － － － － － － － － － － －

現状 特になし 住民からの依頼に応じ
て防災講座やハザード
マップの説明会等を開
催しており、その中で
水防災について触れて
いる。避難訓練は実施
していない。

自主防災訓練の講話等
で、地域への説明も実
施している。

・ハザードマップに基
き、洪水時の避難等に
ついて消防団や区長会
で説明した。【平成
28年度】

・洪水時の避難方法等
について、自治会や自
主防災会に出前講座を
実施している。【通
年】

・住民からの依頼に応
じて、出前講座を実施
している。

自主防災訓練の講話等
で、地域への説明も実
施している。

住民からの依頼に応じ
防災講座やﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ
の説明会を行ってい
る。

出張講座や防災訓練時
に実施している。

特になし ・地域住民を対象に、
防災講演会等で水災害
について説明してい
る。

西区において、避難場
所運営委員会を対象に
防災研究会を開催（荒
上講義他）

・住民全体に対し、水
防災に関する説明会等
は実施していない。た
だし、自主防災組織等
の団体から防災に関す
る講和の依頼があった
場合は、状況に応じて
実施している。
・市主催の水災害の発
生を想定した避難訓練
は行っていない。

市民啓発であるパート
ナー講座や各学校単位
でおこなっている防災
会議等で地震災害の啓
発と併せて水防災につ
いての啓発もおこなっ
ている状況

課題
－ － － － － － － － － － － － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

河川課、防災危機管理
課の窓口にて対応

ハザードマップの見方
などの水災害の事前準
備に関する問い合わせ
窓口は、総務部部防災
安全課としている。

・ハザードマップの見
方などの水災害の事前
準備に関する問合せ窓
口は、危機管理室危機
管理課、地域防災課と
している。

・ハザードマップの見
方などの水災害の事前
準備に関する問い合わ
せ窓口は、総務部防災
課としている。

ハザードマップの見方
などの問い合わせが
あったら場合、防災担
当部局にて対応してい
る。

・ハザードマップに関
する問合せ窓口は、危
機管理室防災危機管理
課としている。

防災課で対応する ハザードマップの見方
などの水災害の事前準
備に関する問い合わせ
窓口は、都市建設部企
画調整課としている。

・問い合わせ窓口を設
置する。【H28年度
～】
・自主防災組織の役員
等に向けた研修会を実
施している。

・河川砂防課防災担当 特になし 特になし 特になし

－ － － － － － － － － － － － －

（未定）

生涯学習大学などの出
前講座を実施

水災に限定した説明会
や訓練ではないが，各
町会や自治会等の求め
に応じ，防災講習会や
訓練を実施している。

・洪水時の避難方法等
については、自治会等
に説明会を不定期に実
施している。（自治会
より依頼があったら対
応）

特になし ・各町会や自治会等の
求めに応じ、講話等を
実施している。
・洪水ハザードマップ
及び防災ハンドブック
の作成、配布、ホーム
ページ掲載を実施して
いる。

・水害時（外水氾濫、
内水氾濫）の避難方法
等について、自治会や
各団体向けに防災講演
会を実施している。

広報紙等で周知の上、
要望に応じて実施する

講演会等を通して江戸
川等の水害（昭和22
年のカスリーン台風）
の説明を行っている。
荒川氾濫のＤＶＤを使
用し、動画を使用した
講演を行っている。

・市町村と合同で実施
する総合防災訓練の際
の避難訓練の実施
・市町村の要請により
出前講座等を積極的に
行っていく。

・市町村を集めて水防
連絡調整会を実施
・出前講座を実施して
いる。

特になし ・風水害の体験型訓練
を拡充していく。
・広報と連携した、啓
発支援に取り組んでい
く。【継続】

特になし 出前講座の実施

－ － － － － － － － － － － － － －

関東地整

水防災に関す
る説明会や避
難訓練の開催

水防災に
関する住
民への説
明会や避
難訓練の
実施状況
について
記入して
くださ
い。

船橋市 江戸川区 東京管区気象台東京都埼玉県 千葉県流山市 柏市 市川市 浦安市

水災害の事前
準備に関する
問い合わせ窓
口の設置

ハザード
マップの
見方等の
水災害の
事前準備
に関する
住民から
の問い合
わせ窓口
の設置状
況につい
て記入し
てくださ
い。

葛飾区 足立区 茨城県

五霞町 久喜市 松戸市杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町 春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市 野田市内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑤ 防災教育や防災知識の普及

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし ・春日部市内小･中学校
に勤務する初任者に対し
て、施設体験研修として
首都圏外郭放水路での研
修を実施している。施設
の見学と所員による講話
をとおして、外郭放水路
の役割と水害への備えな
どについて認識を高めて
いる。

特になし 学校からの要請に
応じて、教職員や
地域住民を対象に
避難所開設訓練等
を実施している。

特になし ・教員を対象に、防
災講演会等で水災害
について説明してい
る。

避難所となっている公
立学校の施設管理者
【校長又は教頭）を対
象とした指定緊急避難
場所、指定避難所につ
いて説明会を開催。

・県主催で実施される、
全校の安全主任が集う
「安全主任等地区別研究
協議会」や市内教員の代
表が参加する「防災授業
実践研究会」等で、防災
教育の一つとして水防災
についても講習を受けて
いる。
・研修会に参加した教員
により、学んだ内容が校
内で周知されるようにし
ている。

市民啓発であるパート
ナー講座や各学校単位
でおこなっている防災
会議等で地震災害の啓
発と併せて水防災につ
いての啓発もおこなっ
ている状況
県主催の協議会や研究
会等で、防災教育の一
つとして水防災につい
ても受講

課題
－ － － － － － － － － － － － － －

現状 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし ・小学校３・４年生の社
会科副読本「わたしたち
のかすかべ」に、台風や
大雨による被害状況の写
真と表を掲載している。
それらを利用して水害の
恐ろしさや水害を防ぐ手
立てとして首都圏外郭放
水路の役割等について第
４学年で指導している。

特になし 特になし 特になし 特になし 水災害単独の授業は
行っていないが、理科
の天候に関する授業
で、台風による災害に
対する備えや情報活用
を取り上げている。

・国や県から配布される
防災に関するリーフレッ
トや教材を活用して、洪
水等についてその都度児
童に指導している。平成
２７年度は、国より配布
された学習教材「防災ま
ちづくり・くにづくり」
を希望し、学習に役立て
た学校があった。
・夏季休業中などを利用
し、各種防災ポスター展
に応募し、水災害の危険
や対応を呼びかけた。

市民啓発であるパート
ナー講座や各学校単位
でおこなっている防災
会議等で地震災害の啓
発と併せて水防災につ
いての啓発もおこなっ
ている状況
小学生向けには、国や
県から配布される防災
に関する資料を活用し
て、洪水等について指
導

課題

－ － － － － － －

・現在、水防災に関
する学習は行ってい
ない。地震などの防
災については避難訓
練の際に説明がある
ので、今後、そのよ
うな時間に洪水等の
水害についても学習
できるようにしてい
きたい。

－ －

・今後地震だけでな
く、水災害について
もプログラムに入れ
ていきたい。

－ － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

特になし 特になし 特になし ・県主催で実施さ
れる、全校の安全
主任が集う「安全
主任等地区別研究
協議会」や市内教
員の代表が参加す
る「防災授業実践
研究会」等で、防
災教育の一つとし
て水防災について
も講習を受けてい
る。

特になし ・区内小中学校の
教員を対象に、防
災（地震、風水
害）についての勉
強会（年１回）を
実施。【平成26
年度～】

特になし 講演会等を通して江
戸川等の水害（昭和
22年のカスリーン台
風）の説明を行って
いる。
荒川氾濫のＤＶＤを
使用し、動画を使用
した講演を行ってい
る。

特になし 特になし 防災授業実践研修会
（管理職対象の部）
において、銚子地方
気象台の防災管理官
を講師として招き、
水災害を含む様々な
災害のメカニズムや
対処法の講話を行
い、各学校における
防災教育の推進を図
る。【平成２８年
度】

特になし 特になし 出前講座の実施

－ － － － － － － － － － － － － －

特になし 特になし ・市内市立３９校
中、２１校で実
施。【平成28年
度】
・実施内容につい
ては、各学校に
よって異なる為詳
細については把握
していない。

防災教育指導資料
を各校に配布
【H25年度～】

中学生を対象とし
た防災学習を実施
しており（年２・
３校）、その中で
水災害についても
地震災害とあわせ
てとりあげてい
る。

・小中学校の総合
学習の中で、防災
教育（地震、風水
害）を実施。【継
続中】

一部の小中学校では、特
別授業としてＮＰＯや東
京大学の学生が、水災害
に関する講話をしてい
る。

講演会等を通して江
戸川等の水害（昭和
22年のカスリーン台
風）の説明を行って
いる。
荒川氾濫のＤＶＤを
使用し、動画を使用
した講演を行ってい
る。

特になし 必要に応じて、出
前講座を実施

特になし ・「東京防災」を活用
した啓発支援に取り組
んでいく。

特になし 出前講座の実施

－ － － － － － － － － － － － － －

関東地整千葉県 東京都 東京管区気象台江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県 埼玉県

教員を対象
とした講習
会の実施

水災害に
関する防
災教育を
行うため
の教員向
け講習会
等の実施
状況につ
いて記入
してくだ
さい。

小学生を対
象とした防
災教育の実
施

小中学校
の総合学
習の授業
で水災害
をとりあ
げるな
ど、学校
等におけ
る水災害
に関する
防災教育
の実施状
況につい
て記入し
てくださ
い。

船橋市

野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑤ 防災教育や防災知識の普及

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 特になし ・市のホーム
ページに大雨時
における注意事
項等を掲載し、
防災の啓発を
図っている。

・広報紙に掲
載、及びまな
びっちゃすぎと
塾での講話。

特になし ・過去の水災害の被害
状況や水災害の備えに
ついて市ホームページ
掲載するとともに、防
災情報ブログ、市メー
ル配信サービスなどで
定期的に情報を発信し
ている。
・カスリーン台風によ
る市の被害や水害への
備え等を、毎年広報誌
に掲載して市民に周知
している。
・市民や事業所等から
の要望に応じて、職員
出前講座でカスリーン
台風による市の被害や
水害へ日頃の備え等に
ついて周知している。

特になし ・市の防災センター
で、過去の災害写真パ
ネル、防災グッズ等の
展示を行っている。首
都圏外郭放水路の資料
も展示。
・市のホームページ
で、防災知識や被害状
況の情報を掲載してい
る。

気象庁の防災情報な
ど、災害情報のリンク
先を市のホームページ
に掲載している。

広報紙やホームページ
等で、防災知識等につ
いての周知啓発をして
いる。

　気象庁、川の防災情
報など災害情報のリン
ク先を市ホームページ
に掲載している。
　台風の接近など災害
が発生する恐れがある
場合には、気象情報な
どの市ホームページ掲
載や市メール配信サー
ビスで注意喚起してい
る。

・ホームページ等で、
近年の災害写真の掲
載、防災技術、防災
グッズ、防災知識の紹
介ページを設けてい
る。
・過去の水害状況をま
とめた地図を窓口で閲
覧できるようにしてい
る。

各区役所情報公開コー
ナーにて、水害履歴を公
表している。

・防災知識について
は、ホームページや防
災ハンドブックにより
非常時持出品や避難場
所の位置等について周
知をしている。
・河川の状態や水位が
確認できるよう、ホー
ムページにリンク先と
して国土交通省（川の
防災情報）や各河川事
務所（川のライブ情
報）のホームページを
張り付けている。

市民啓発であるパート
ナー講座や各学校単位
でおこなっている防災
会議等で地震災害の啓
発と併せて水防災につ
いての啓発もおこなっ
ている状況

課題
－ － － － － － － － － － － － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

洪水・浸水（内
水）ハザード
マップを全戸配
布し、併せて
ホームページ掲
載して、住民へ
の周知・啓発を
行っている。

ホームページに
て，風水害への
知識等について
掲載している。
その他に住民向
け防災講習会等
で啓発を行なっ
ている。

・市公式Webサ
イトで、防災知
識を高めるため
の啓発ページ等
を設けている。

ホームページで水害履
歴や写真を掲載してい
る。

防災ハンドブックや洪
水ハザードマップに、
防災知識に関する情報
を掲載している。ま
た、ホームページに過
去の風水害の被害につ
いて、掲載している。

・区のホームページ
や、くらしの便利帳
（全戸配布）において
防災に関する情報を掲
載している。【継続
中】

カスリーン台風による
区の被害や水害への備
え等を、毎年広報誌に
掲載して区民に周知し
ている
区民や事業所等からの
要望に応じて、職員出
前講座でカスリーン台
風による区の被害や水
害への備え等について
周知している

家屋や道路の浸水被害
をＨＰにて公表してい
る。また、水災害の防
災情報については、Ｈ
Ｐや広報にて情報提供
している。さらに、総
合防災訓練（年１回開
催）において、普及啓
発のための展示ブース
を設けている。

・パンフレット作成に
よる意識啓発
・市町村の要請により
出前講座等を積極的に
行っていく。

・自治会の方を対象と
した出前講座の実施

県で配布している広報
資料に水害への知識と
備えについて掲載、ま
たＦＭラジオでの防災
ＣＭで夏の時期には洪
水や土砂災害にｔ中い
て放送。

デジタルサイネージ等を
活用した普及啓発に取り
組んでいく。

特になし 出前講座の実施

－

浸水想定区域内
の住民に対して
の特段の周知を
行なっていな
い。

－ － －

・災害から得られた教
訓の伝承。

－ － － － － － － －

関東地整千葉県 東京都 東京管区気象台船橋市 江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県 埼玉県

水災害の被害
や教訓の伝
承、防災知識
の住民への周
知

水災害の
被害状況
や教訓・
備え等の
防災知識
を住民へ
の周知す
るための
展示や
ホーム
ページへ
の情報掲
載等につ
いて記入
してくだ
さい。

野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市五霞町 久喜市 吉川市 松伏町内容 設問 杉戸町 幸手市
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑥ 水防に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 ・水防警報等の河
川水位に係る情報
は、災害対策本部
から直接消防団へ
連絡することとし
ている。

利根川栗橋流域水防事務
組合の水防計画で、水位
の通報について記載して
いる。

・水防警報等の河川水位に
係る情報は、水防事務組合
と災害対策本部から直接消
防団へメールや電話連絡す
る。

・水防警報等の
河川水位に係る
情報は、水防事
務組合と災害対
策本部から直接
消防団へ連絡す
ることとしてい
る。

・水防警報等の
河川水位に係る
情報は、市消防
本部から水防団
へ連絡をしてい
る。

水防警報等の河川水位に係る
情報は、災害対策本部から直
接水防団へ連絡する。

・水防警報等の河川水位に係
る情報は、災害対策本部から
消防本部に伝達し、消防団へ
連絡することとしている。
・当市における水防団は市職
員のため、職員配信メールを
活用し、情報提供を行うこと
としている。

・水防警報等の河川水
位に係る情報は、消防
本部から水防団員へ連
絡をしている。

職員（水防パトロール
員）には本部から情報
提供している。

　八潮消防署から水防
団を兼ねる消防団に対
して情報連絡を行って
いる。

・水防団は消防団
が担う。上記「住
民等への情報伝達
の体制や方法」に
同じ

・市水防本部で情報を
うけ、市消防本部に連
絡。市消防本部から各
消防団（水防団）に連
絡。

水防警報等の河川水位に係る情
報は、水防団管理者から消防局
を経て各水防団へ連絡すること
としている。
市役所から関係機関等への連絡
系統は水防計画により定められ
ている。

課題

－ － －

・市の防災担当
と消防団担当が
同じため、消防
団への対応が困
難になる。

－ － － － － － － － －

現状 ・各水防団の受け
持ち区間（慣例区
域）があり、指令
を受けて巡視を実
施する。
・毎年、水防訓練
を実施し、水防に
関する知識と水防
技術の習得だけで
なく、安全管理危
険性についても説
明している。

利根川栗橋流域水防事務
組合の水防計画で、河川
の巡視について記載して
いる。

・各水防団の受持ち区間が
あり、指令を受けて巡視を
実施する。

・各水防団の受
け持ち区間（水
防警戒受け持ち
区間図）があ
り、指令を受け
て巡視を実施す
る。
・毎年、水防訓
練を実施し、水
防に関する知識
だけでなく、危
険性についても
説明している。

・各水防団の受
け持ち区間があ
り、指令を受け
て巡視を実施す
る。

特になし 河川事務所等が発出する水防
警報にあわせ、該当場所付近
の河川巡視を実施している。

・江戸川右岸について
は江戸川水防事務組合
の水防計画において区
間の設定が有るためそ
れを準用する。
・毎年、水防訓練を実
施し、水防に関する知
識だけでなく、危険性
についても説明してい
る。

職員（道路パトロール
員）が水防時に点検管
理している。

特になし 特になし 各水防団（消
防団）の受け
持ち区間を設
定している。
毎年、水防訓
練を実施し、
安全管理につ
いて注意をし
ている。

・各消防団（水防団）
の受け持ち区間があ
り、指令を受けて巡視
を実施する。

江戸川堤全域として実施

課題

－ － － －

・巡視区域が広
域圏であるた
め、１日での巡
視は時間的に厳
しい。 － －

・水位の観測は災害対策
本部の市職員で行うこと
が多く、観測の際には複
数人でライフジャケット
等を着用して行うように
している。本来は水防活
動として地元の消防団に
行ってもらうのが良いの
だが、連携が取れていな
いのが現状である。

－

　内水対応に追われ、
河川の巡視は十分に出
来ていない状況にあ
る。

－

巡視区間が広
域なため、伝
達要領で規定
された間隔で
の巡視が難し
い

－ －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

市水防計画によ
り、水防本部から
水防団へ伝達す
る。

水防警報等の河川水位に
係る情報は，消防局から
消防団へ連絡（メール配
信）することとしてい
る。

・水防警報等の河川水位に
係る情報は、市消防本部か
ら消防団へ連絡している。
・市から関係機関への連絡
をするように地域防災計画
に記載している。

消防本部より消
防団へ火災時と
同様にメールに
て配信できる。

・河川水位等の洪水予報は東
京消防庁（消防署）から消防
団（水防団）へ伝達される。

・県が提供する河川情
報システムについて，
情報表示方法を変更
し，利用者へより判り
易く更新する。

特になし ・水防計画書の連
絡系統で実施。

国等が発表し
た河川水位等
に係る情報に
ついて、東京
都水防計画で
定めている連
絡系統に従
い、情報伝達
を行ってい
る。

・河川水位の動向に応じて、住
民避難等に資する「洪水予報」
（国土交通省・気象庁共同発
表）を自治体向けに通知すると
ともに、直轄管理区間に決壊、
溢水等の重大災害が発生する恐
れがある場合には、江戸川河川
事務所長から関係自治体首長に
対して情報伝達（ホットライ
ン）をしている。
・また、江戸川河川事務所にお
いて、自治体毎の担当職員を配
置し、体制や水位情報、施設操
作等に関する早めの情報提供を
実施し、情報共有を図ってい
る。

－ － － － － － － － － －

受け持ち区間：有
り
巡視内容：堤防の
損傷箇所の目視、
樋管開閉操作
安全管理：ライフ
ジャケットの着用
（予定）

・各消防団の管轄区間が
あり，連絡（指令）受け
て巡視を実施する。
・目視による河川水位，
堤防状況を巡視する。

・各消防団の受け持ち区間
があり、指令を受けて巡視
を実施する。
・市職員の関係部署におい
て、河川の巡視を行ってい
る。

市職員において
河川巡視を実施
している。

江戸川が足立区を通っ
ていないため、江戸川
以外の河川の対応では
あるが、足立区水防活
動の手引きに記載した
範囲を巡視している。

・水防計画書により重
要水防箇所を設定し，
出水時等に点検を実施
する。

特になし ・水防計画書によ
り重要水防区間を
明示し、出水時等
において管理区間
の巡視を実施して
いる。

出水時に、河
川管理施設を
点検するため
河川巡視を実
施
水防計画書に
より重要水防
箇所を設定
し，出水時等
に点検を実施
する。

出水期前及び出水時に、重要水
防箇所等を巡視している。

－ － － － － － － － － －

関東地整千葉県 東京都 東京管区気象台浦安市 足立区 茨城県 埼玉県

河川水位に係
る情報提供

出水時に
おける水
防団への
河川水位
等の情報
伝達方法
等につい
て記入し
てくださ
い。

船橋市 江戸川区 葛飾区流山市 柏市 市川市

河川の巡視区
間

水防団が
行う河川
巡視の受
け持ち区
間の設定
の有無、
巡視内
容、安全
管理のた
めに注意
している
点等につ
いて記入
してくだ
さい。

五霞町 久喜市 春日部市杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町 野田市 松戸市三郷市 越谷市 八潮市 草加市
さいたま

市
内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑥ 水防に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 ・当町他３市１町で構成
している水防組合倉庫
に、土のう、縄、シート
を分散して保管してい
る。
点検を年１回実施してい
る。

利根川栗橋流域
水防事務組合の
水防計画で、水
防資機材の整備
状況について記
載している。

鋸、掛矢、スコッ
プ、シャベル、照
明具、斧、鎌、ソ
フトロープ、ブ
ルーシート、
鉄線、フルコン土
嚢、鉄杭

・河川区域にある３つの水
防倉庫に鋸、掛矢、スコッ
プ、斧、鎌、シート、鉄
線、土のう袋、鉄杭を保管
している。

・土のう、縄、シー
トを水防倉庫に保管
している。

水防倉庫に保管
し、年1回の点検
を行っている。
（江戸川水防事
務組合で整備）

主に住宅地の浸
水被害軽減のた
め、可搬式移動
ポンプ２台購
入。
ポンプ能力２台
で１０㎥／sec

・土のう、トラロー
プ、シート、スコッ
プ等を水防倉庫に保
管している。
年に一度点検してい
る。

・水防資機材を
市内３カ所の水
防倉庫に分散し
て保管してい
る。
点検は１年に１
度実施してい
る。
・内水対策とし
て土のう、携帯
型排水ポンプを
整備しており、
住民の要請に対
しては応急対策
職員が現場対応
している。

水防資機材等
を２箇所に配
備している。

土のう、ブルーシート
を保管している。定期
的に土のうを作成し、
計画的に管理してい
る。

特になし 水防倉庫を設
置して資材等
を保管してい
る。
年1回、資材
及び倉庫の点
検を行ってい
る。

・土のう、縄、シート
などを水防倉庫や市の
施設に保存している
・年一回点検を行って
いる。

松戸市水防計画により
水防資材の種類、数量
等を配備している。
東葛中部地区連合水防
団による演習時に、資
材の点検、確認を行っ
ている。
そのほかに随時点検を
実施し、倉庫や資材等
の点検を実施してい
る。

課題

－ － －

・ライフジャケットなど，
装備の充実が必要である。
・資機材については、定期
的な点検管理が必要である
がやっていない。

・ライフジャケット
など，装備の充実が
必要である。
・資機材について
は、定期的な点検管
理が必要である。
・水防資機材の種類
や数量を検討し見直
していく必要があ
る。

－ －

・ライフジャ
ケットなど，装
備の充実が必要
である。
・水防資機材の
種類や数量を検
討し見直してい
く必要がある。

－ －

・ライフ
ジャケッ
ト、胴付長
靴など，装
備の充実が
必要であ
る。

・資機材に
ついては、
定期的な点
検管理が必
要である。

資材の数量・
種類等、必要
資材について
再検討が必要

－ －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

水防資器材の種類：ス
コップ、円ピ、掛矢、
鋸、鎌、竹トゲ鎌、鉈、
斧、唐鍬、タコ、ハン
マー、ペンチ、照明灯、
一輪車、ビニールシー
ト、縄、ロープ、木杭、
鉄製パイプ、竹、土の
う、SBパイル鉄ぐし
保管場所：シャッター付
倉庫
点検管理の実施状況：数
量の確認、ポンプの年度
毎定期点検
・災害対策本部を設置す
る市役所本庁舎と災害拠
点病院である「地域災害
医療センター（東葛北
部）」は高台に位置して
いるため、浸水はないと
思われる。
・庁舎の水害時対応マ
ニュアルは作成していな
い。

・水防資機材一
式を水防倉庫に
保管している。
・出水期前に数
量，状態等の点
検を実施してい
る。
・安全帯，ライ
フジャケット等
安全装備資機材
を配置してい
る。

・水防資機材を水
防倉庫に保管して
いる。
・出水期間前に点
検を実施してい
る。

水防資器材の種類：
土のう、スコップ、ペン
チ、鋸、掛矢、鎌
保管場所：シャッター付倉
庫

・水防で使用するた
めの資機材を３か所
の水防倉庫に配備し
ている。
・水防倉庫１カ所に
は２０００袋の土の
うを保管している。
また、各消防署でも
市民用に土のうを配
布している。
・拠点防災倉庫に小
型の排水ポンプを６
台配備している。

・土嚢、鉄線、
スコップ、ツル
ハシ、ブルー
シート等を区の
資材倉庫に分散
して保管してい
る。
・２ｔポンプ車
１台を保有して
いる。

地域防災計画に定め
る水防資器材を適切
に保管している

東京都水防計画
の資材標準備蓄
品目を参考に資
機材を保管して
いる。

・県内に水防
倉庫を設置
し，水防活動
に必要な資機
材を備蓄す
る。
・毎年定期点
検を実施し
て，倉庫内の
備蓄量を確認
する。

水防倉庫の設置 ・必要な水
防資機材に
ついて、水
防倉庫等に
保管、出水
期前に点検
管理を実施
している。

・水防資機材
倉庫等に土の
う袋やショベ
ル、ツルハ
シ、一輪車等
を配備してい
る。
・各事務所に
移動式排水ポ
ンプ車を配備
している。

防災ステーション・水
防拠点・側帯・出張所
に水防資機材を備蓄し
ている

－

・ライフジャ
ケットなど，安
全装備品の数量
を充実する必要
がある。
・水防工法のた
めの必要備蓄数
を見直していく
必要がある。

－ － －

・区には大規模
水害に対する水
防資機材がな
い。

－ － －

・老朽化が進み、修繕
や撤去、建て替え等の
検討が必要。
また、その予算が課
題。

－ － －

関東地整

水防資機材
の整備状況

市区町で
整備して
いる水防
資機材の
種類・保
管場所等
の状況、
点検管理
の実施状
況等につ
いて記入
してくだ
さい。

船橋市 千葉県 東京都 東京管区気象台江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県 埼玉県

野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市
さいたま

市
五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑥ 水防に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 特になし 災害対策本部の設置場
所は市役所本庁舎内と
するが、市役所本庁舎
が被災し災害対策本部
を設置できない場合
は、久喜総合文化会館
等の公共施設に設置の
可能性を検討し、設置
可能な施設に災害対策
本部を設置する。な
お、利根川・荒川が決
壊した場合は庁舎の浸
水が想定されている。
水害時対応マニュアル
はない。

・災害対策本
部は、庁舎２
階に設置され
ているので、
浸水想定区域
に入っていな
い。自家発電
も同様に浸水
想定区域には
いっていな
い。

・災害対策本部は市役
所２階に設置されるの
で浸水はないものと思
われる。

特になし 可搬型の発電機の調達
について民間事業者と
協定締結している。

・庁舎の水害時対応マ
ニュアルは作成してい
ないが、震災時対応マ
ニュアルがあるため、
これを読み替えて対応
する。
・医療センター建設工
事と平行し、周辺道路
の改良工事を行ったた
め、医療センターへの
浸水はないと思われ
る。

特になし ・庁舎の水害時
対応マニュアル
等は未整備

・市内の災害拠
点病院である獨
協医科大学越谷
病院について
は、水害時対応
マニュアル等の
有無は不明

　市庁舎の代替
施設として、八
潮消防署、八潮
メセナを防災拠
点と位置づけて
いる。
大規模な浸水が
発生すると庁舎
は水没する恐れ
があるが、災害
対策本部代替施
設の八潮消防署
は耐水化してい
る。

本庁舎周辺が床
上浸水等により
災害対策本部が
設置できない場
合は、市内の公
共施設等に適宜
対策本部を設置
する。

・災害対策本部
を設置する消防
庁舎は浸水想定
域に入っていな
いため、庁舎の
水害時対応マ
ニュアルは作成
していない。

・浸水想定区域から離
れており、浸水の想定
をしていないため、マ
ニュアルを作成してい
ない。

災害拠点病院におい
て、災害時の情報収集
体制についても整備し
ている状況である、浸
水の可能性について、
江戸川河川事務所の江
戸川氾濫シミュレー
ションにおいては市立
病院と松戸市役所とも
に浸水エリアにはなっ
ていないため、可能性
は低いと考えられる。

課題

－

代替庁舎において、業
務を継続するだけの設
備等が整っていない。

－

・大規模水害時には、
市のほとんどが浸水す
ると想定されるため、
災害対応ができない。

・大規模水害時には、市の
ほとんどが浸水すると想定
されるため、災害対応のた
めの役所等の機能維持が難
しい。

－

・大規模水害時には、
市のほとんどが浸水す
ると想定されるため、
災害対応のための役所
等の機能維持が難し
い。
・庁舎では、避難した
住民を受け入れる等に
より、本来実施すべき
事務棟に支障をきたす
ことが懸念される。
・医療センターでは、
避難した住民を受け入
れること等により、本
来実施すべき業務等に
支障をきたすことが懸
念される。

・市役所を含
む各庁舎、公
共施設につい
て、高台にあ
る施設は存在
しないため、
大規模氾濫の
際は浸水する
可能性は非常
に高いと思わ
れる。

－

　市庁舎が浸水
した場合に、１
Ｆ部分の機能が
失われる可能性
がある。

・大規模水害時
には、市のほと
んどが浸水する
と想定されるた
め、災害対応の
ための役所等の
機能維持が難し
い。

・自治医科大学
付属さいたま医
療センターが浸
水想定域に入っ
ているが、水害
時対応マニュア
ルは作成してい
ない。

－ －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

・災害対策本部を設置
する市役所本庁舎と災
害拠点病院である「地
域災害医療センター
（東葛北部）」は高台
に位置しているため、
浸水はないと思われ
る。
・庁舎の水害時対応マ
ニュアルは作成してい
ない。

市庁舎が機能不全にな
る想定はない。
災害拠点病院も浸水想
定区域にはない。

・災害対策本
部を設置する
市役所本庁舎
と災害拠点病
院は、業務に
支障が出るほ
どの浸水はな
いと思われ
る。（災害対
策本部は庁舎
３階に設置さ
れるため）
・庁舎が浸水
した場合の対
応マニュアル
などは作成し
ていない。

・平成28年度新庁舎
建設済であり電気設備
等の機械室を上層階に
設置するなど災害対応
となっている。
・庁舎が浸水した場合
の対応マニュアルは作
成していない。

・船橋市役所本庁舎につい
て
本庁舎に防潮板を設置する
設備があり、海抜０．９ｍ
までの浸水に対する備えと
なる。庁舎の水害時に対応
する防潮板設置等の対応マ
ニュアルを作成している。
・災害拠点病院について
広域災害時における初動、
患者受入れに関するマニュ
アルは有るが、水害時対応
マニュアルは作成していな
い。
※共に、江戸川からの浸水
想定はないが、別の要因で
はあり。

災害対策本部を市役所９階
に設置することとしてい
る。また、市役所は止水板
を設置することにより浸水
に対する備えをしている。

・区役所１階部分水
没、２階に非常用電源
あり。

・利根川上流部で決壊
した場合には、区本庁
舎や区内の災害拠点病
院も浸水することが想
定される
・区防災課の水害時対
応マニュアルは策定中
であるが、災害拠点病
院でマニュアルを策定
しているか把握してい
ない

区庁舎は庁舎
管理課で作成
している。
災害拠点病院
はそれぞれで
作成してい
る。

－

・市庁舎が機能不全に
なる想定はない。
・災害拠点病院等での
自衛水防に関するマ
ニュアルの策定状況を
市では把握していな
い。

－ －

・船橋市役所本庁舎：
本庁舎廻りの海抜０．９ｍ
以上の大規模水害時には、
本庁舎が浸水すると想定さ
れるため、役所の機能維持
が難しい。
・災害拠点病院：
水害時には患者受入れの他
に、避難民の受入れが想定
される。施設間の連携が重
要視されることから各施設
のマニュアルがリンクして
いる必要があると思われ
る。

・大規模氾濫時は病院
が水没するため、自区
内での医療行為ができ
ない。
・災害拠点病院等16
病院のうち、14病院
が水没。

－ －

関東地整

市区町村庁
舎、災害拠
点病院等の
水害時にお
ける対応

市区町村
庁舎、災
害拠点病
院等の水
害時対応
マニュア
ル等の有
無や、こ
れら施設
の浸水の
可能性等
について
記入して
くださ
い。

千葉県 東京都 東京管区気象台船橋市 江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県 埼玉県

野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑥ 水防に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状

課題

現状 ・災害対策本部は、町
長室の隣に災害対策室
に設置することとして
いる。災害対策専用パ
ソコンはないため、職
員が普段使用している
ノートパソコンを用い
りしかない。FAXは常
設していないので、防
災担当課フロア内に設
置されているものを使
用する。また、大型
TV、パソコンと接続
する大型モニタはな
い。
・災害対策本部用の部
屋はないため、執務室
で対応することとな
る。特に災害対策用の
設備はないため、普段
使用しているパソコン
やFAXを利用する。

災害対策本部は、本
庁舎の市長公室に設
置することとしてい
る。災害対策本部設
置時は、有線電話及
びファックス、防災
行政無線、携帯電
話、災害対応用臨時
電話、庁内放送設
備、プロジェク
ター、スクリーン、
テレビ、ラジオ、パ
ソコン（インター
ネット）を用意する
事が地域防災計画に
規定しているが、災
害対策本部用の備品
は無いため、平常時
の業務で使用してい
る職員毎の端末や
FAX等を使用して情
報収集及び伝達を行
う。

パソコン、Ｆ
ＡＸ

・災害対策室
にあるFAXや
TV、CCTV
表示モニタを
使用し、パソ
コンについて
は職員が普段
使用している
ノートパソコ
ンを用いる。

・災害対策本部は、
第2庁舎の会議室に
設置することとして
いる。災害対策専用
パソコンはある。
FAXは常設していな
いので、倉庫に保管
されているものを使
用する。また、TV
はあるが、パソコン
と接続する大型モニ
タはない。

災害対策本部専用
の部屋は無いた
め、会議室で対応
する。
移動系防災行政無
線の親局の利用可
能
普段使用している
パソコンを利用す
る。

・本部設置特に
必要な情報収
集・伝達設備と
して、パソコン
やFAX等を整備
している。
・また、市の防
災行政無線や県
の防災行政無線
等の設備操作が
出来る状況と
なっている。

・災害対策本部は、消防・
防災総合庁舎３階に設置す
ることとしている。災害対
策専用パソコンは５台あ
り、それ以外は、職員が普
段使用しているノートパソ
コンを用いることになる。
危機管理部門の事務室が併
設されているのでFAX等は
常設している。大型TVがあ
り、パソコンと接続するこ
とでCCTVを表示できる。

・平成27年度に移動系デ
ジタル防災行政務無線を整
備し、地区防災拠点となる
地区センターや避難場所・
避難所となる小中学校、各
ライフライン機関等にＦＡ
Ｘを備えた無線子局を整備
した。
災害対策本部は、原則、市
長室の隣の会議室に設置さ
れるため、無線設備を備え
てあるが、本庁舎が被災し
た場合も想定し、代替とな
る第二庁舎の大会議室にも
同様に備えてある。
また、災害情報管理システ
ムを構築し、職員の参集状
況や市内の被災状況等の情
報を集約、一元化・共有化
する体制を整備している。

　固定系・移動系防災
行政無線、トランシー
バー、衛星携帯電話、
消防無線及びモバイル
Wi-Fiルーターのほ
か、埼玉県災害オペ
レーション支援システ
ム、埼玉県衛星系・地
上系防災行政無線を整
備している。

・災害対策本部は、市
役所本庁舎西棟５階の
会議室に設置するとし
ている。パソコン等設
備については、言及し
ていない。

・災害対策本部は、危
機管理部の執務室があ
る消防庁舎に設置する
こととしている。「さ
いたま市総合防災シス
テム」にパソコンや携
帯電話からログインす
ることで、被害情報の
収集等が可能である。
危機管理部執務室にＦ
ＡＸ、大型TVが、災
害対策室にパソコンと
接続する大型モニタが
常設されている。

（1）パソコン
防災安全課職員
が平常時に使用
している端末が
10台、Ｅｍ-Ｎ
ｅｔ（緊急情報
ネットワークシ
ステム）専用端
末が１台、千葉
県防災情報シス
テム専用端末が
１台
（2）電話
ＮＴＴ電話が5
台、防災電話が
１台
（3）ＦＡＸ
ＮＴＴＦＡＸが
１台、防災ＦＡ
Ｘが１台

災害対策本部にお
ける情報収集体制
や、情報伝達手
段、またそれにか
かる資機材等につ
いては毎年おこ
なっている松戸市
総合防災訓練で確
認をおこなってい
る状況である。

課題 ・庁舎の建て替えも含
めて、大規模災害が発
生した際に被害が最小
限にとどまるような水
害対策を行う必要があ
る。

－ － － － － －

・本部が市役所本庁舎では
ないため、本部員の参集に
時間がかかる可能性があ
る。また、庁舎間での連絡
がスムーズにいかない可能
性も懸念されるため、移動
系防災無線の整備等を早急
に行いたい。

－ －

・パソコン等必要設備
について、整理が必
要。

－ － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

特になし 特になし 特になし 特になし

－ － － － －

TV、FAX、固定電
話、緊急連絡用携帯電
話5台、緊急連絡用固
定電話、水位監視シス
テム導入PC

災害対策本部は、本
庁舎３階の庁議室に
設置することとして
いる。特に災害対策
用の設備はないた
め、普段使用してい
るパソコンやFAXを
利用する。常設スク
リーンを使用し，音
声及び映像による情
報通信を消防本部と
実施可能。

・災害対策本
部は、本庁舎
の会議室に設
置することに
している。災
害対策用パソ
コン、FAX、
テレビ等は常
設している。

電気設備及び
サーバー室を
上層階に設置
した新庁舎を
建設した。

災害対策本部及び警
戒本部設置時におい
て、防災担当部局の
普段使用しているパ
ソコン、ＦＡＸ等を
用いて、情報収集・
伝達を行う。

・防災行政無線
（デジタル化）、
高所カメラ、
MCA無線、DIS
（東京都災害情報
システム）、河川
管理者の映像共有
化システムを配
備。

情報の収集・伝
達のための設備
（パソコン、
FAX、CCTV表
示モニタ等）の
整備はしてい
る。

災害対策本部は、区長室の
隣の会議室に設置すること
としている。
機材等設備面は問題はな
い。

県防災情報ネットワークシ
ステムの整備
・各市町村間での情報共有
・災害対策室の大型スク
リーンの整備　等

災害対策本部は危機管
理防災センター本部会
議室に設置し、大画面
のスクリーンモニター
を配備している。
その他、防災行政無線
で各防災機関との連絡
を行うための統制室、
災害時に職員等が集ま
り、実際に情報を収
集、分析、指揮するた
めのオペレーション
ルームが存在する。
オペレーションルーム
内には、インターネッ
トへ接続できるパソコ
ン、行政無線、パソコ
ン画面を映し出すテレ
ビモニター等を配備し
ている。

水防対策本部は、都庁
第二本庁舎６階にあ
り、河川状況監視や情
報伝達のためにパソコ
ン、ＦＡＸ、モニタ等
を配備している。

－ － － － －

・代替施設で業務
を実施する場合の
非常用電源等の確
保。

庁舎が浸水しる
と使用できなく
なる

電源が使用できないときは
起動しない等対策を早急に
検討する必要がある。

運用方法の習熟

－ － － －

関東地整

庁舎等、災
害拠点病院
等の水害時
における対
応

災害対策本
部・支部を置
く庁舎等や災
害拠点病院等
の水害時対応
マニュアル等
の有無や、こ
れら施設の浸
水の可能性等
について記入
してくださ
い。

対策本部、
警戒本部等
設置時の情
報収集・伝
達設備

災害対策本部
や災害警戒本
部を設置した
際に必要とな
る、情報の収
集・伝達のた
めの設備（パ
ソコン、
FAX、CCTV
表示モニタ
等）の整備状
況について記
入してくださ
い。

千葉県
東京管区気

象台
船橋市 江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県 埼玉県 東京都

野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑦ より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 ・消防団が水防団を兼務
しており、伝達の確認や
実施については、日頃の
訓練や火災現場等で行っ
ている。

水防団等へは、主に電話
等を用いて連絡を行う。
情報伝達訓練は実施して
いない。

・消防団が水防団を兼務
しており、伝達の確認や
実施については、日頃の
訓練や火災現場等で行っ
ている。

・消防団が水防団
を兼務しており、
伝達の確認や実施
については、日頃
の訓練や火災現場
等で行っている。

・消防団が水防団
を兼務しており、
伝達の確認や実施
については、日頃
の訓練や火災現場
等で行っている。

・消防団が水防団
を兼務しており、
伝達の確認や実施
については、日頃
の訓練や火災現場
等で行っている。

・市職員が水防団
を兼務しているた
め、毎年度動員体
制の確立と、情報
伝達訓練を実施し
ている。

・消防団が水防団
を兼務しており、
伝達の確認や実施
については、日頃
の訓練や火災現場
等で行っている。
・消防団用のデジ
タル簡易無線を配
備している

毎月のパトロール
を行い、伝達の確
認をしている。
・消防団が水防団
を兼務しており、
伝達の確認や実施
については、日頃
の訓練や火災現場
等で行っている。

　八潮消防署から
水防団を兼ねる消
防団に対して情報
連絡を行ってい
る。

・消防団が水防団を兼務
しており、伝達の確認や
実施については、日頃の
訓練等で行っている。

　消防団への情報
伝達手段として
は、メールでの情
報伝達、車載デジ
タル無線機を用い
た情報伝達手段が
確保されている。
　情報伝達訓練と
しては、毎月１回
メールの受信確
認、各分団ごと訓
練や災害活動現場
において無線の取
り扱いを実施して
いる。

・消防団が水防団
を兼務しており、
伝達の確認や実施
については、日頃
の訓練や火災現場
等で行っている。

・消防団が水防団を兼
務しており、伝達の確
認や実施については、
日頃の訓練や火災現場
等で行っている。

課題
－ － － － － － － － － － － － － －

現状 ・水防組合を構成してい
る市町内は、水防本部事
務局を通して、連絡を取
り合っている。
その他については、各市
町村の防災担当課を通じ
て連絡が必要な場合は、
連絡を取り合うこととし
ている。

主に電話等を用いて連絡
を行う。

・近隣の消防団（水防
団）との連絡が必要な場
合は、利根川栗橋流域水
防組合にて行われる。

・水防事務組合な
ので、組合内の市
町同士、団長同士
で連絡を取り合う
こととしている。

特になし 特になし 近隣の水防事務組
合や、職員が水防
団を兼ねている自
治体との連絡先を
整備している。

・特段、連絡体制
について水防計画
等に定めはない
が、必要であれば
無線等で連絡は取
れるようになって
いる

特になし 状況により、電話
連絡、メール配信
で情報連絡を行っ
ている。

特になし ・水防のための緊
急の必要があると
きは他の水防管理
者又は市町村長、
消防長に対して応
援を求めることが
できる。

特になし

課題
－ － － － － － － － － － － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

情報伝達手段：携帯電
話、メール
情報伝達訓練：無し

消防団が水防団を兼務し
ており，情報伝達の確認
や検証については，日ご
ろの訓練や災害出場で
行っている。

・本市では、消防団が水
防団を兼務しており、伝
達の確認や訓練実施につ
いては、日ごろの研修や
訓練等で行っている。

・消防団が水防団
を兼務しており、
連絡体制について
は、火災出動時と
同様にメールにて
実施している。

・本市では、消防
団が水防団を兼務
しており、伝達の
確認や訓練実施に
ついては、日ごろ
の研修や訓練等で
行っている。

特になし

－ － － － － － －

東葛中部地区連合水防団
による

・隣接市と毎年共催で水
防演習を実施し連携を深
めている。
・隣接市の消防団（水防
団）との連絡が必要な場
合は，直接または消防局
（本部）を通じ連絡を取
り合うこととしている。

・消防団（分団間）との
連絡が必要な場合は、分
団長同士で無線等で連絡
を取り合う事としてい
る。
・他市の消防団との連絡
体制等は整備していな
い。

・近隣の消防団
（水防団）との連
絡が必要な場合
は、消防本部を経
由して連絡を取り
合っている。

特になし

－ － － － － －

関東地整

水防団同士
の連絡体制
の確保

近隣の水
防団との
連絡体制
について
記入して
くださ
い。

浦安市 船橋市 江戸川区 茨城県 埼玉県 千葉県 東京都
東京管区気象

台

草加市

水防団等へ
の連絡体制
の再確認と
伝達訓練の
実施

水防団等
への情報
伝達手段
（無線や
メール
等）の確
保の状況
や情報伝
達訓練等
の実施の
状況につ
いて記入
してくだ
さい。

五霞町 久喜市 松戸市

流山市 柏市

吉川市 松伏町 春日部市 三郷市 越谷市 八潮市杉戸町 幸手市

葛飾区 足立区

さいたま市 野田市

市川市

内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑦ より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 ・毎年、国が実施して
いる重要水防箇所等の
共同点検に町職員が参
加している。

平成２８年５月３１日
に実施した利根川右岸
堤防危険箇所の合同巡
視に、市職員及び久喜
市消防団幹部役員が参
加。

・毎年、国が実
施している重要
水防箇所等の共
同点検に参加し
ている。住民に
ついては、自主
防災組織のリー
ダーや区長さん
に参加をお願い
している。

特になし

毎年、国が実施してい
る重要水防箇所等の共
同点検に市職員が参加
している。

毎年、国が実施してい
る重要水防箇所等の共
同点検に参加してい
る。また、県が実施し
ている重要水防箇所の
共同点検では、水防団
長も参加している。

毎年、国が実施してい
る重要水防箇所等の合
同巡視に、水防団であ
る市職員が参加してい
る。

特になし 重要水防箇所等におい
て共同点検を実施を
行っている。

市職員による共同点
検。

特になし 特になし ・毎年、国が実
施している重要
水防箇所等の共
同点検に職員が
参加している。

特になし

課題

－ － － － － － －

・河川事務所、県土整
備事務所、消防署、市
職員のみで巡視をして
いる。地域住民に現場
を見てもらうことは大
切だが、沿川の自主防
災組織等の日程調整が
難しいため、今後も行
政機関のみでの巡視と
なる。

－ －

・毎年、国や県が主催
する共同点検につい
て、地域住民の参加は
ない。

－

・水防団及び住
民については参
加していない。

－

現状 毎年、水防組合による
水防訓練を実施。（６
月上旬）【平成28年
度】

・利根川水系連合・総
合水防演習に職員及び
水防団員４５名参加
・利根川栗橋流域水防
事務組合において、毎
年６月に各構成市町の
水防団員を集めて水防
訓練を行っている。

利根川水系合同
水防訓練に６５
名参加した。

・利根川水系合
同水防訓練に４
３名の水防団員
が参加した。
【平成28年
度】

・江戸川水防演習を実
施済【平成27年度】

江戸川水防演習に参加
している。

江戸川水防演習に参加
している。

・江戸川水防事務組合
の水防訓練が、４年に
１度は三郷市開催のた
め、水防団が訓練を
行っている。他市町で
開催の場合は分団長等
が見学に行く。

利根川水系合同水防訓
練に職員が毎年約２０
名と消防団が約１５名
参加している。

市職員が見学してい
る。

毎年１回、国の水防演
習に職員が参加してい
る。

利根川水系連合・総合
水防演習に職員21名参
加

毎年行っている
野田市水防演習
に市内の全消防
団が行ってい
る。

・利根川水系合同水防
訓練職員が参加した。

・隔年、流山市と組織
する東葛中部地区連合
水防団で訓練を実施し
ている。

課題 ・団員のサラリーマン
化や少子化により、団
員確保が難しくなって
いる。 － － － － － － － － － － － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

特になし 特になし

・毎年、国が実
施している重要
水防箇所等の共
同点検は、市職
員が参加してい
る。

特になし 特になし

国から消防庁へ連絡
し、消防署職員が参加

している。

・毎年，国が実施して
いる重要水防箇所等の
共同点検に参加する。

・国実施の重要水防箇
所合同点検への参加
・県管理河川における
重要水防箇所合同点検
の実施

・国が実施する共同点
検に参加。

毎年、国が実施してい
る重要水防箇所等の共
同点検への参加

特になし

－ － － － － － － － － －

隔年、松戸市と組織す
る東葛中部地区連合水
防団で水防演習を実施
している

我孫子市と，利根川の
水防対応を主とした水
防演習を実施してい
る。

・県主催（土木
事務所）の水防
訓練へ参加して
いる。

県主催（土木事
務所）の水防訓
練への参加

・県主催（葛南土木事
務所）の葛南地区合同
水防訓練に参加し、水
防工法技術や車両撤去
の訓練を行っている。

・消防との連携訓練を
実施。
・毎年10名以上の職員
が利根川水系連合・総
合水防演習の視察に参
加。

利根川水系合同水防訓
練には毎年参加してい
る
区の水防訓練も毎年実
施している

足立区・消防署合同総
合水防訓練（年に１
回）を実施している。

・毎年実施されている
利根川水防訓練への参
加
・県内の水防管理団体
が主催する訓練への参
加

・第６５回利根川水系
合同水防訓練への参加
（多数の職員が参加）
・水防技術講習会の実
施（H28　職員１９名
参加、事務局６名）
・水防管理団体が行う
水防訓練、講習会に参
加（１２箇所、職員２
３名参加）
・県職員を対象とした
水防工法練習会の実施
（職員複数名参加）

・利根川水系連合・総
合水防演習及び水防管
理団体が実施する「水
防訓練に毎年参加。

利根川水系合同水防訓
練への参加

特になし

－ － － － － － － － － － － － －

関東地整

水防団や地域
住民が参加す
る洪水に対し
リスクが高い
区間の共同点
検

毎年、国
が実施し
ている重
要水防箇
所等の共
同点検へ
の水防団
や住民の
参加状況
ついて記
入してく
ださい。

関係機関が連
携した実働水
防訓練の実施

利根川水
系合同水
防訓練、
水防管理
団体が行
う訓練等
の実働水
防訓練の
参加や実
施の状況
について
記入して
くださ
い。

東京都船橋市 江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県 埼玉県

野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市五霞町 久喜市

千葉県
東京管区気

象台

杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑦ より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 ・消防団（水防
団）のポスターを
掲示し、広報誌へ
の主要な活動を紹
介し、団員募集を
行っている。

市ホームページに
消防団のページ掲
載、広報紙やポス
ターの掲示や成人
式、防災訓練等の
イベント時に啓発
するなど、消防団
員の募集を積極的
に呼び掛けてい
る。

広報紙に掲載やポ
スターの掲示で、
募集を行ってい
る。

・各分団において
勧誘活動を行って
いる。
・女性団員につい
ては、広報誌で募
集を行っている。

・消防団（水防
団）のホームペー
ジを作成し、組織
や活動内容につい
て紹介し、常時団
員募集を行ってい
る。

・消防団（水防
団）のホームペー
ジを作成し、組織
や活動内容につい
て紹介し、常時団
員募集を行ってい
る。

・消防団（水防
団）のホームペー
ジを作成し、組織
や活動内容につい
て紹介し、常時団
員募集を行ってい
る。

・消防団（水防
団）のホームペー
ジを作成し、組織
や活動内容につい
て紹介し、常時団
員募集を行ってい
る。

・消防団（水防
団）のホームペー
ジを作成し、組織
や活動内容につい
て紹介し、常時団
員募集を行ってい
る。
・越谷市独自の
リーフレットを作
成、市内の公共施
設や商業施設等に
配布し、消防団の
魅力を発信、募集
活動を行ってい

ホームページや消
防訓練及び火災予
防週間街頭キャン
ペーン実施時に募
集を行っている。

・ホームページ等
で常時団員募集を
行っている。

　消防団の募集に
ついては、ホーム
ページへの掲載、
ポスターの配布、
イベント会場での
広報活動等を行
い、消防団への入
団促進を実施して
いる。

市のホームページ
に消防団員募集の
記事を掲載、組織
や活動内容につい
て紹介し、常時団
員募集も行ってい
る。また募集チラ
シ、ポスターを市
内の消防所及び事
業所に配布してい
る。

特になし

課題

－ －

・団員の人数の減
少と高齢化は常に
課題となってい
る。

・団員の人数の減
少と高齢化は常に
課題となってい
る。

－ －

・団員の人数の減
少と高齢化は常に
課題となってい
る。

－ － － － － － －

現状 ・水防支援に特化
した協定は締結し
ていないが、町内
の建設業組合と災
害時応援協定を締
結している。

水防支援に特化し
た協定は締結して
いないが、久喜市
建設産業懇話会と
災害時応援協定を
締結している。

資機材の提供等締
結している。

・幸手市防災安全
協議会と災害時応
援協定を結んでい
る。

・吉川市建設業協
会と災害時応援協
定を締結済

町内の建設業協会
と災害時の支援に
ついて協定を結ん
でいる。

・現在、23社の建
設業者と災害時の
支援について協定
を結んでいる。

・市の建設業協会
と災害時の協定を
結んでいる。水害
に関しては土のう
づくりの支援（費
用は単価契約に基
づく）、水防活動
の支援を受けてい
る。

現在、１７社の建
設業者と１３社の
電気設備業者と災
害時に支援の協定
を結んでいる。

　市内建設業者で
組織する八潮市防
災連絡会による災
害時または災害発
生のおそれのある
場合等における応
急対策業務等の実
施に関する協定を
結んでいる。

・現在、草加市建
設業振興会（市内
３０社）と災害時
の応急対策業務に
ついて協定を結ん
でいる。

・現在、さいたま
市建設業協会とと
災害時の支援につ
いて協定を結んで
いる。

野田建設共同組合
と災害時の応急処
理及び被害調査に
関する業務協定を
結んでいる。

実施済み・実施中

課題 － － － － － － － － － － － － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

募集中 ・消防団のホーム
ページを作成し，
随時，組織や活動
内容について紹介
し，市民への広報
活動を行ってい
る。

・消防団のホーム
ページを作成し、
組織や活動内容に
ついて紹介し、常
時団員を募集して
いる。

・消防団（水防
団）のホームペー
ジを作成し、組織
や活動内容につい
て紹介し、常時団
員募集を行ってい
る。

ホームページ及び
フェイスブックに
おいて、消防団の
組織や活動内容に
ついて紹介し、常
時団員を募集して
いる。

・あらゆる機会を
捉え、消防団員の
募集広報活動を行
い消防団員の拡充
を図っている。
【継続中】

特になし

消防団の募集は、
東京消防庁の管轄
となる
水防協力団体は指
定していない

特になし

－ － －

・団員数の減少に
ついては常に課題
となっている。

－ － － －

建設協同組合へ水
防時の支援を依
頼。

柏市建設業界と災
害時における応急
復旧活動の協力に
関する協定を結ん
でいる。

・建設業者と災害
時の支援について
協定を結んでい
る。

浦安建設業協力会
と災害協定を締結
している。

千葉土建一般労働
組合船橋支部、船
橋市建設業協同組
合等と災害時の支
援について協定を
結んでいる。

・現在、39社の区
内建設業者と災害
時の復旧作業につ
いて協定を締結。
・協定を結んでい
る地域の土木・建
設業者も組み込ん
だ水防訓練を実
施。

特になし

建築協会等との、
水防支援を主目的
とした協定は締結
できていない

足立区建設業協会
と災害時における
応急対策業務に関
する協定書を締結
し、支援体制を確
立している。

－ － － － －

・区内業者が区内
の支援に専属従事
できる体制。 － －

関東地整

水防活動の
担い手とな
る水防協力
団体の募
集・指定を
促進

水防団・消防
団の募集状況
について記入
してくださ
い。
また、企業・
学校・自治
会・NPO等
の水防協力団
体としての指
定状況につい
て記入してく
ださい。

地域の建設
業者による
水防支援体
制の検討・
構築

地域の建設業
者等との水防
支援について
の協定等の状
況について記
入してくださ
い。

千葉県 東京都
東京管区気象

台
船橋市 江戸川区 葛飾区 足立区 茨城県 埼玉県

野田市 松戸市

流山市 柏市 市川市 浦安市

春日部市 三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑧ 氾濫水の排水、施設運用等に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 排水資器材は、ポ
ンプを保有してい
る。

・倉松川及び大中
落しへ排水するた
めに市内各所に排
水ポンプを設置し
ている。
・設定水位に達す
ると自動運転し、
市職員にメールが
届く。

・市内に2つの雨
水ポンプ場があ
り、市職員が操作
を行う
・設定水位に達す
ると自動運転し、
運転に不具合があ
る場合は、担当課
所属職員に情報伝
達される。

町内には排水機場
２箇所、ポンプ３
箇所、移動式ポン
プ２台により、河
川の水位が高水位
となり、自然排水
が困難になった場
合強制排水を実施
しています。
江戸川河川事務所
から３箇所の樋管
の管理を受託して
おり、地元の方に
再委託していま
す。また、中川左
岸地区では、主に
八間堀悪水路の樋
門、大落古利根川
では小規模な水門
の管理を町が行っ
ています。

市で管理する各ポ
ンプ場、排水機場
の運転操作マニュ
アルを作成し、均
一な運転管理に努
めている。

・市内の河川（大
場川）排水機場の
操作について、埼
玉県より委託され
ており、操作規則
によって洪水時の
操作方法は規定さ
れている。
・市内各所の排水
ポンプ施設につい
ては市職員が操
作・運用してい
る。
・三郷放水路につ
いては国交省が管
理している。

排水施設について
は、操作規則等で
運用している。

排水施設について
は、操作規則等で
運用している。

・国や県から排水
機場や水門操作に
ついて、委託され
ており、操作規則
によって洪水時の
操作方法は規定さ
れている。
・市所管の一部排
水施設の操作運用
マニュアルについ
て内容の見直し
中。

宝来樋管の操作に
ついて、国土交通
省より委託されて
おり、操作要領に
基づき操作してい
る
同様に、鴻沼川排
水機場の操作につ
いて、埼玉県より
委託されており、
操作要領に基づき
操作している

・国交省から委託
されている樋管の
操作方法は操作規
則により規定され
ている。
・千葉県から委託
されている排水機
場の運転方法は運
転規則により規定
されている。

課題
－ － － － － － － － － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

排水施設：流山排
水機場（県管理施
設）湛水防除施設
ではあるが、土地
改良区との協定に
より、内水排除を
行うため、市が管
理している。
排水資器材：投げ
込み式ポンプ２基
地区住民への周知
方法：特になし

・宮本樋管，城の
越樋管操作要領に
より操作・運用の
取り決めを行なっ
ている。
・排水資機材は保
有していない。

・市内29ヶ所に排
水機場があり、そ
のうちの18ヶ所に
おいて、操作管理
者は県より、委託
されている。

水門・排水機場の
操作について、千
葉県より委託され
ており、操作規定
によって洪水時の
操作方法は規定さ
れている。
住民への周知方法
については定めて
いない。

・水防で使用する
ための資機材を３
か所の水防倉庫に
配備している。
・拠点防災倉庫に
小型の排水ポンプ
を６台配備してい
る。

・区は都下水道局
の排水施設及び大
規模水害時は国の
排水ポンプ車に
頼っている。
・東京都及び国と
連絡体制を確保し
ている。

葛飾区水元小合溜
浄化施設等操作規
程(平成7年3月31
日訓令第9号)に基
づいて操作する
排水機場の稼働状
況等については、
必要に応じて区
ホームページ等で
周知する

内水氾濫が頻繁に
発生しやすい箇所
やアンダーパス部
には、排水ポンプ
が設置してある。
水害時に運用して
いる。

特になし ・国と県で、排水
機場に万一トラブ
ルが発生した場合
に相互協力して排
水機場を運転する
協定を結び危機管
理体制を強化して
いる。
・国の水門の操作
について、操作要
領や覚書を締結し
ている。
・操作時の周知は
していない。

特になし ・排水機場等の操
作は、操作規則に
基づき実施してい
る。
・各事務所に移動
式排水ポンプ車を
配備している。

－ － － － － － － － － － － －

関東地整

排水施設、
排水資機材
の操作・運
用

排水施設、排
水資機材の有
無、市区町村
所有または国
からの委託を
受けた施設の
操作・運用等
の取り決め等
の状況につい
て記入してく
ださい。
また、施設操
作の際の地区
住民への周知
方法について
記入してくだ
さい。

柏市 市川市 浦安市 船橋市 江戸川区 葛飾区流山市 足立区 茨城県 埼玉県 千葉県

三郷市

東京都
東京管区気象

台

八潮市 草加市 さいたま市 野田市 松戸市越谷市内容 設問 五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町 春日部市

22



現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑨ 排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 特になし 特になし 特になし ポンプ場の運転状
況について随時監
視をしており、故
障などが発生した
際は、メールで職
員の個人アドレス
に状況通知を送信
することで、情報
の共有化に努めて
いる。

特になし ポンプ場の運転状
況について随時監
視をしており、故
障などが発生した
際は、メールで職
員の個人アドレス
に状況通知を送信
することで、情報
の共有化に努めて
いる。

特になし

・現段階で排水計
画はなし。排水機
の操作方法につい
ては操作規則に
よって規定されて
いる。

特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

課題

－ － － － － － －

排水樋管を閉じる
と内水がはけなく
なるなどの問題が
生じるため、排水
ポンプの手配が必
要である。

－ － － －

現状 特になし 特になし ・毎年大雨時に排
水活動を実践する
ことにより、排水
作業の習得を行っ
ている。

・台風や突発出来
な豪雨の際に排水
活動を実践するこ
とにより、排水作
業の習得を行って
いる。

・町内の排水施設
の操作研修を実施
している。

過去浸水被害が発
生した、新宮橋排
水樋管操作訓練を
河川課職員全員
で、実施した。

特になし

・排水計画がない
ため、それに基づ
く訓練の予定はな
い

排水計画とは別
に、現在毎月１回
以上の定期点検を
行っております。

・排水計画はない
が、国及び県から
受託している排水
機場等について、
市職員に対し、年
１２回程度操作研
修を実施してい
る。

特になし 特になし

課題
－ － － － － － － － － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

松戸排水機場と水
門の操作情報を共
有し、市内の樋管
や排水機場を操作
している。

特になし 特になし 特になし 葛飾区水元小合溜
浄化施設等操作規
程(平成7年3月
31日訓令第9号)
を策定している
水害時の排水につ
いては、都下水道
局の排水施設及び
大規模水害時は国
の排水ポンプ車が
行う。

ＦＡＸによる情報
伝達により、排水
機場や水門の稼動
状況を把握してい
る。

特になし ・情報共有として
関係機関へ操作前
後に連絡をいれて
いる。

特になし 特になし ・水門、排水機場の
運用規定あり
・操作時は、各自治
体に施設操作に関す
る情報を提供してい
る

－ － － － － － － － － － －

特になし 特になし 特になし 特になし
特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

－ － － － － － － － －

関東地整千葉県
東京管区気

象台
葛飾区 足立区 東京都埼玉県

排水計画に基づく
排水訓練の実施

今後、水防訓練
と同様に自治体
持ち回りで排水
訓練を実施する
ことも検討して
いく予定です
が、既に排水に
関する訓練を
行った、あるい
は行う予定があ
る場合は記入し
てください。

市川市 浦安市

排水機場・樋門・
水門等の情報共
有、排水手法等の
検討を行い、大規
模水害を想定した
排水計画（案）を
作成

協議会の中で大
規模水害を想定
した排水計画
（案）の策定を
視野に入れてい
く予定ですが、
既に排水機場・
樋門・水門等の
操作時の情報共
有や排水手法の
検討等を行って
いるものがあれ
ば記入してくだ
さい。

松戸市

流山市 柏市

吉川市 松伏町 春日部市 三郷市 越谷市 八潮市杉戸町 幸手市

船橋市 江戸川区 茨城県

さいたま市 野田市草加市五霞町 久喜市内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑩ BCP（業務継続計画）に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 特になし 地震や新型イ
ンフルエンザ
等に係るBCP
について策定
済みである。

地震や新型インフル
エンザ等に係るBCP
について策定済みで
ある。

・市役所の機能が低
下する中でも、市民
に密着する行政サー
ビスの提供を継続す
るため、非常時優先
業務の選定や必要な
資源の配分、対応方
針などを定めた「幸
手市事業継続計画」
を策定。【平成25
年】

特になし 松伏町業務継続計画
（震災編）を策定し
ている。

・市役所の機能が低
下する中でも、市民
に密着する行政サー
ビスの提供を継続す
るため、非常時優先
業務の選定や代替施
設などを定めた「春
日部市業務継続計画
（ＢＣＰ）」を策
定。【平成26年】
・策定以後も、業務
の入れ替え、被害種
別の追加等により随
時更新しておりま
す。

特になし ・市役所の機能が低
下する中でも、市民
に密着する行政サー
ビスの提供を継続す
るため、非常時優先
業務の選定や必要な
資源の配分、対応方
針などを定めた「越
谷市事業継続計画」
を策定している。た
だし、震災を想定し
ており、水害時の計
画はない。

特になし

地震編は策定
済みである
が、風水害編
は未策定であ
る。

・草加市業務継続
計画を策定。【平
成26年度】

非常時優先業務の選
定や事業継続におけ
る現状の課題等をま
とめた「さいたま市
事業継続計画【地震
災害編】」を策定。
【平成24年度】

・平成２６年度策定 特になし

課題

－ － －

年に1度、ＢＣＰを
意識した職員の初動
訓練を行っている
が、訓練のふりかえ
りを行うとともに、
更に研修や訓練を実
施し、危機管理意識
を高めていく必要が
ある。

－ － － － － － － －

・平成２８年２月に
修正された防災基本
計画に合わせた修正
を行う

－

現状 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

課題

－ － － － －

・市のBCPが策定さ
れてないため、企業
への支援はその後の
課題となる

－ － － － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

・市役所の機能が低
下する中でも、市民
に密着する行政サー
ビスの提供を継続す
るため、非常時優先
業務の選定や必要な
資源の配分、対応方
針などを定めた「流
山市事業継続計画」
を策定。【平成２５
年】

・市川市業務継続計
画を策定済み。（た
だし、震災編のみ）
【平成26年度】

平成25年度に震災編
のみを策定済み

地震を想定したＢＣ
Ｐを策定しており、
現状水害時はこのＢ
ＣＰを準用すること
としている。

・江戸川区業務継続
計画（震災編）を策
定。

特になし

水害時を想定したＢ
ＣＰは策定していな
い

庁舎管理課で作成 BCP（地震）を策定
済み
なお，本庁舎につい
ては，浸水の影響な
し。

埼玉県業務継
続計画を策
定。同計画
は、東京湾北
部地震を危機
事象とする
が、他の災害
などの危機事
象についても
応用が利くも
のと考えられ
る。【平成２
０年度】

特になし 都政のＢＣＰ（事業
継続計画）＜地震編
＞を策定している。

特になし

－ － － － － － － － － － － － －

特になし 特になし 特になし 損害保険会社３社と
ＢＣＰ策定支援に関
する協定を締結し、
ＢＣＰ策定の普及啓
発・希望する事業者
に対し訪問支援を行
う。

特になし 特になし

水害時を想定した企
業ＢＣＰの策定につ
いては把握していな
い

特になし 特になし ・埼玉県産業
振興公社と連
携し、BCP
策定に関する
セミナーを開
催しているほ
か、公社によ
る専門家派遣
制度を活用
し、BCPを
策定しようと
する企業に対
して個別支援
を行ってい
る。【平成
17年～】

特になし 特になし 特になし

－ － － － － － － － － － － － －

葛飾区浦安市 千葉県

自治体の
BCP策定

庁舎等のBCP
の策定状況に
ついて記入し
てください。

船橋市 江戸川区

企業BCP策
定支援

企業BCP策定
の支援状況に
ついて記入し
てください。

流山市 柏市 市川市

五霞町 久喜市 野田市春日部市杉戸町 幸手市 吉川市 松伏町

東京都 東京管区気象台

松戸市三郷市 越谷市 八潮市 草加市 さいたま市

関東地整足立区 茨城県 埼玉県

内容 設問
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑪ 生活再建及び社会経済活動の回復のための民間力の活用

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状 ・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。

平成２８年７月１日現
在、約３０の民間企業
等と災害時応援協定を
締結している。。

・各種団体、企業等と
災害時応援協定を締結
している。

・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。

・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。

特になし ・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。

・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。

・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。

・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。

・各種団体・企業と、
食料品、衣料、日用
品、燃料の供給、救援
物資提供等に係る協定
を締結している。

物資の供給や情報発信
等に関する協定を締結
している。

・平成２８年７月１日
現在、民間事業者との
協定数は２２であり、
主に救援物資や応急復
旧活動の内容について
定めており、災害発生
時に緊急の必要がある
場合等に協定先の民間
事業者へ要請等を行
う。

各種団体・企業等と災
害時応援協定を締結し
ている。

課題

－ － － － － － － － － － － － － －

現状 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

課題
－ － － － － － － － － － － － － －

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
左岸 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。

各種団体・企業等と災
害時応援協定を締結し
ている。

・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。

・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。

各種団体・企業と物資
供給・輸送、医療救
護、建設・土木、避難
場所等の分野で災害時
応援協定を締結してい
る。

・各種団体・企業等と
災害時応援協定を締結
している。
・民間企業等との災害
時協力協定　89協定
（平成28年6月28日現
在）

物資の優先供給等の災
害時応援協定は複数締
結している

特になし 各種団体・企業等と災
害時応援協定を締結し
ている。

各種団体・企業等と災
害時応援協定を締結し
ている。

特になし 特になし 特になし ・各種協会等と災害協
定を締結している。

－ － － － － － － － － － － － － －

特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

－ － － － － － － －

埼玉県 千葉県柏市 市川市 浦安市 船橋市 江戸川区

越谷市内容 設問 五霞町 久喜市 杉戸町 幸手市 吉川市 三郷市春日部市松伏町 さいたま市 松戸市

葛飾区

八潮市 草加市 野田市

関東地整

その他

生活再建及び
社会経済活動
の回復のため
の民間力の活
用

生活再建
及び社会
経済活動
の回復に
資する民
間企業等
との災害
時応援協
定等の状
況につい
て記入し
てくださ
い。

東京都 東京管区気象台流山市 足立区 茨城県
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現状の水害リスク情報や取組状況の共有（案） 参考資料－１

⑫河川管理施設の整備に関する事項

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 左岸 左岸

現状

課題

江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川 江戸川
現状 左岸 左岸 左岸 左岸 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川 中川・綾瀬川

特になし 特になし 特になし 綾瀬川、中川、新
中川、旧江戸川に
ついて、耐震耐水
事業を実施中

特になし 江戸川、中川にお
いて、浸透対策や
パイピング対策、
流下能力対策、侵
食・洗掘対策を実
施中

－ － － － － －

関東地整

野田市

流山市 柏市 市川市 浦安市 船橋市
東京管区気象

台
葛飾区 足立区 茨城県 埼玉県 千葉県 東京都江戸川区

八潮市幸手市 吉川市 松伏町 春日部市 松戸市三郷市 越谷市 草加市

堤防等河川管理施設の現状
の整備状況及び今後の整備
内容

内容 さいたま市杉戸町五霞町 久喜市
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